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　10 月 23 日（日）に孔子
公園であった「泗水孔子まつ
り 2005」のメーン「祭孔大
典」です。
　色鮮やかな衣装を着た舞生
などが幻想的な踊りを披露し
ました。（関連記事10ページ）



2｜広報きくち｜2005 DECEMBER-13 広報きくち｜2005 DECEMBER-1｜

　

同
和
問
題
と
は
、
日
本
社
会
の
歴

史
的
発
展
の
過
程
で
形
づ
く
ら
れ
た

身
分
差
別
に
よ
り
、
日
本
国
民
の
一

部
の
人
々
が
長
い
間
、
経
済
的
、
社

会
的
、
文
化
的
に
低
位
の
状
態
を
強

い
ら
れ
、
今
な
お
結
婚
を
妨
げ
ら
れ

た
り
、
就
職
で
不
公
平
に
扱
わ
れ
た

り
、
日
常
生
活
の
上
で
い
ろ
い
ろ
差

別
を
受
け
る
な
ど
す
る
も
の
で
、
我

が
国
固
有
の
重
大
な
人
権
問
題
で
す
。

　

こ
の
問
題
の
解
決
を
図
る
た
め
、

国
は
、
地
方
公
共
団
体
等
と
と
も
に
、

昭
和
44
年
以
来
三
度
に
わ
た
る
特
別

措
置
法
に
基
づ
き
地
域
改
善
対
策
に

係
る
関
係
諸
施
策
を
実
施
し
、
同
和

地
区
の
劣
悪
な
環
境
を
始
め
と
す
る

物
的
な
基
盤
整
備
は
着
実
に
成
果
を

上
げ
、
ハ
ー
ド
面
に
お
け
る
一
般
地

区
と
の
格
差
は
大
き
く
改
善
さ
れ
ま

し
た
が
、
結
婚
問
題
を
中
心
と
す
る

差
別
事
象
は
い
ま
だ
に
後
を
絶
っ
て

い
ま
せ
ん
。

　

法
務
省
の
人
権
擁
護
機
関
と
し
て

も
、
部
落
差
別
の
解
消
を
目
指
し
て

積
極
的
な
啓
発
活
動
を
展
開
し
て
い

き
ま
す
。

　

男
女
平
等
の
理
念
は
、
日
本
国
憲

法
に
明
記
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で

あ
り
、
法
制
上
も
、
男
女
平
等
の
原

則
が
確
立
さ
れ
て
い
ま
す
。
し
か

し
、
例
え
ば
「
男
は
仕
事
、
女
は
家

庭
」
と
い
っ
た
男
女
の
役
割
を
固
定

的
に
と
ら
え
る
人
々
の
意
識
は
、
今

な
お
社
会
に
根
強
く
残
存
し
て
お
り
、

こ
の
こ
と
が
、
家
庭
や
職
場
に
お
い

て
種
々
の
男
女
差
別
を
生
む
原
因
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
夫
・
パ
ー
ト
ナ
ー
等
か
ら

の
暴
力
や
職
場
等
に
お
け
る
セ
ク

シ
ュ
ア
ル
・
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
、
性
犯

罪
な
ど
の
「
女
性
に
対
す
る
暴
力
」

の
問
題
も
、
重
大
な
人
権
問
題
で
す
。

　

こ
の
よ
う
な
状
況
に
お
い
て
、
平

成
11
年
６
月
に
は
、
男
女
共
同
参
画

社
会
の
形
成
を
総
合
的
か
つ
計
画

的
に
推
進
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る

「
男
女
共
同
参
画
社
会
基
本
法
」
が

平
成
12
年
11
月
に
は
「
ス
ト
ー
カ
ー

行
為
等
の
規
制
等
に
関
す
る
法
律
」

が
、ま
た
、平
成
13
年
10
月
に
は
「
配

偶
者
か
ら
の
暴
力
の
防
止
及
び
被
害

者
の
保
護
に
関
す
る
法
律
」（
平
成

16
年
12
月
改
正
）
が
そ
れ
ぞ
れ
施
行

さ
れ
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
平
成
13
年

か
ら
、
毎
年
11
月
12
日
か
ら
同
月
25

日
ま
で
の
２
週
間
を
「
女
性
に
対
す

る
暴
力
を
な
く
す
運
動
」
期
間
と
し

て
定
め
ら
れ
る
な
ど
、
様
々
な
取
り

組
み
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

子
ど
も
た
ち
の
間
に
お
け
る
陰
湿

か
つ
執
拗
な
「
い
じ
め
」
は
依
然

と
し
て
全
国
各
地
で
多
発
し
て
お
り
、

教
師
に
よ
る
体
罰
も
後
を
絶
ち
ま
せ

ん
。

　

ま
た
、
国
内
外
で
の
児
童
売
春
や

性
的
虐
待
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上

に
お
け
る
児
童
ポ
ル
ノ
の
氾
濫
な
ど
、

児
童
の
商
業
的
性
的
搾
取
の
問
題
が

世
界
的
に
深
刻
に
な
っ
て
い
る
こ
と

や
、
近
年
、
親
な
ど
の
保
護
者
に
よ

る
虐
待
行
為
に
よ
り
、
児
童
の
生
命

が
奪
わ
れ
た
り
、
児
童
の
心
身
や

人
格
の
形
成
に
重
大
な
影
響
が
及
ん

で
い
る
こ
と
等
か
ら
、
平
成
11
年
11

月
に
は
「
児
童
売
春
、
児
童
ポ
ル
ノ

に
係
る
行
為
等
の
処
罰
及
び
児
童
の

保
護
等
に
関
す
る
法
律
」
が
、
ま
た
、

平
成
12
年
11
月
に
は
「
児
童
虐
待
の

防
止
等
に
関
す
る
法
律
」（
平
成
16

年
10
月
改
正
）
が
、
そ
れ
ぞ
れ
施
行

さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
よ
う
な
子
ど
も
を
め
ぐ
る
人

権
問
題
を
解
決
す
る
た
め
に
は
、
広

く
国
民
の
間
に
人
権
尊
重
思
想
を
定

着
さ
せ
、
す
べ
て
の
人
々
が
豊
か
な

人
間
関
係
の
中
で
暮
ら
せ
る
状
態
を

築
き
上
げ
る
こ
と
が
必
要
不
可
欠
で

す
。

　

我
が
国
に
お
け
る
平
均
寿
命
の
大

幅
な
伸
び
や
少
子
化
な
ど
を
背
景
と

し
て
、
日
本
社
会
の
高
齢
化
は
極
め

て
急
速
に
進
み
、
平
成
27
年
に
は
４

人
に
１
人
が
高
齢
者
と
い
う
超
高
齢

社
会
が
到
来
す
る
と
予
測
さ
れ
て
い

ま
す
。
こ
う
し
た
状
況
の
中
、
高
齢

者
に
対
す
る
就
職
差
別
、
介
護
を
必

要
と
し
て
い
る
高
齢
者
に
対
す
る
介

護
者
に
よ
る
身
体
的
・
心
理
的
虐
待
、

あ
る
い
は
高
齢
者
の
家
族
等
が
本
人

に
無
断
で
そ
の
財
産
を
処
分
す
る
経

済
的
虐
待
な
ど
の
高
齢
者
に
か
か
わ

る
人
権
問
題
が
大
き
な
社
会
問
題
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　

我
が
国
は
、
平
成
５
年
３
月
に
策

定
さ
れ
た
「
障
害
者
対
策
に
関
す
る

新
長
期
計
画
ー
全
員
参
加
の
社
会
づ

く
り
を
め
ざ
し
て
ー
」
及
び
平
成
７

年
12
月
に
決
定
さ
れ
た
「
障
害
者
プ

ラ
ン
〜
ノ
ー
マ
ラ
イ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
７

か
年
戦
略
」
に
基
づ
き
「
ノ
ー
マ
ラ

イ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
」
を
基
本
理
念
の
一

つ
と
す
る
障
害
者
施
策
を
進
め
て
き

ま
し
た
。

　

し
か
し
、
現
実
に
は
、
車
椅
子
で

の
入
店
を
拒
否
さ
れ
た
り
、
ア
パ
ー

ト
へ
の
入
居
を
拒
否
さ
れ
る
事
案
が

発
生
す
る
な
ど
、
障
害
の
あ
る
人
に

対
す
る
国
民
の
理
解
や
配
慮
は
い
ま

だ
十
分
で
な
く
、
そ
の
結
果
と
し
て

障
害
の
あ
る
人
の
自
立
と
社
会
参
加

が
阻
ま
れ
て
お
り
、「
障
害
の
あ
る

人
も
地
域
の
中
で
普
通
の
暮
ら
し
が

で
き
る
社
会
に
」
と
い
う
ノ
ー
マ
ラ

イ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
の
理
念
は
完
全
に
実

現
さ
れ
て
い
る
と
は
い
え
な
い
状
態

に
あ
り
ま
す
。

　

そ
の
後
、
新
た
に
「
障
害
者
基
本

計
画
」
及
び
「
重
点
施
策
実
施
５
か

年
計
画
」
が
平
成
14
年
12
月
に
策
定

さ
れ
、
ま
た
、
平
成
16
年
６
月
に
は

「
障
害
者
基
本
法
の
一
部
を
改
正
す

る
法
律
」
が
、
平
成
17
年
４
月
に
は

「
発
達
障
害
者
支
援
法
」
が
そ
れ
ぞ

れ
施
行
さ
れ
る
な
ど
、
更
な
る
障
害

者
施
策
の
推
進
を
図
る
こ
と
と
さ
れ

て
い
ま
す
。

　

近
年
の
国
際
化
時
代
を
反
映
し
て
、

我
が
国
に
在
留
す
る
外
国
人
は
年
々

急
増
し
て
い
ま
す
。
憲
法
は
、
権
利

の
性
質
上
、
日
本
国
民
の
み
を
対
象

と
し
て
い
る
と
解
さ
れ
る
も
の
を
除

き
、
我
が
国
に
在
留
す
る
外
国
人
に

つ
い
て
も
、
等
し
く
基
本
的
人
権
の

享
有
を
保
障
し
て
い
ま
す
が
、
現
実

に
は
、
我
が
国
の
歴
史
的
経
緯
に
由

来
す
る
在
日
韓
国
・
朝
鮮
人
を
め
ぐ

る
問
題
の
ほ
か
、
言
語
、
宗
教
、
生

活
習
慣
等
の
違
い
か
ら
、
外
国
人
に

対
す
る
就
労
差
別
や
ア
パ
ー
ト
や
マ

ン
シ
ョ
ン
へ
の
入
居
拒
否
、
飲
食
店

等
へ
の
入
店
拒
否
、
公
衆
浴
場
で
の

入
浴
拒
否
な
ど
様
々
な
人
権
問
題
が

発
生
し
て
い
ま
す
。

　

平
成
８
年
１
月
に
は
、「
あ
ら
ゆ

る
形
態
の
人
種
差
別
の
撤
廃
に
関

す
る
条
例
」（
人
種
差
別
撤
廃
条
例
）

が
我
が
国
に
お
い
て
発
効
さ
れ
、
人

種
差
別
や
外
国
人
差
別
等
あ
ら
ゆ
る

差
別
の
解
消
の
た
め
の
更
な
る
取
り

組
み
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

今
後
ま
す
ま
す
国
際
化
が
進
む
こ

と
が
予
想
さ
れ
る
状
況
の
中
で
、
外

国
人
の
も
つ
文
化
を
尊
重
し
、
そ
の

多
様
性
を
受
け
容
れ
る
こ
と
が
、
国

際
社
会
の
一
員
と
し
て
望
ま
れ
て
い

ま
す
。

強
調
事
項

第１回菊池市人権啓発講演会

○
ア
イ
ヌ
の
人
々
に
対
す
る
理
解

を
深
め
よ
う

○
Ｈ
Ｉ
Ｖ
感
染
者
や
ハ
ン
セ
ン
病

患
者
等
に
対
す
る
偏
見
を
な

く
そ
う

○
刑
を
終
え
て
出
所
し
た
人
に
対

す
る
偏
見
を
な
く
そ
う

○
犯
罪
被
害
者
と
そ
の
家
族
の
人

権
に
配
慮
し
よ
う

○
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
悪
用
し
た

人
権
侵
害
は
止
め
よ
う

○
性
的
指
向
を
理
由
と
す
る
差
別

を
な
く
そ
う

○
ホ
ー
ム
レ
ス
に
対
す
る
偏
見
を

な
く
そ
う

○
性
同
一
性
障
害
を
理
由
と
す
る

差
別
を
な
く
そ
う

部
落
差
別
を
な
く
そ
う

女
性
の
地
位
を
高
め
よ
う

子
ど
も
の
人
権
を
守
ろ
う

高
齢
者
を
大
切
に
す
る
心

を
育
て
よ
う

障
害
の
あ
る
人
の
完
全
参

加
と
平
等
を
実
現
し
よ
う

外
国
人
の
人
権
を
尊
重
し

よ
う

　
「
世
界
人
権
宣
言
」
は
、
基
本
的
人
権
及
び
自
由
を
尊
重
し
確
保
す
る
た
め
に
、

世
界
の
す
べ
て
の
人
々
と
す
べ
て
の
国
々
と
が
達
成
す
べ
き
共
通
の
基
準
と
し
て
、

昭
和
23
年
（
１
９
４
８
年
）
12
月
10
日
の
第
３
回
国
際
連
合
総
会
に
お
い
て
採
択

さ
れ
た
も
の
で
す
。

　

法
務
省
及
び
全
国
人
権
擁
護
委
員
連
合
会
は
、
従
来
か
ら
、「
世
界
人
権
宣
言
」

採
択
の
日
（
人
権
デ
ー
）
を
最
終
日
と
す
る
１
週
間
を
「
人
権
週
間
」
と
定
め
、

人
権
尊
重
思
想
の
普
及
高
揚
に
努
め
て
き
た
と
こ
ろ
で
す
。
本
年
も
、
12
月
４
日

（
日
）
か
ら
12
月
10
日
（
土
）
ま
で
の
１
週
間
を
「
第
57
回
人
権
週
間
」
と
し
て
、

各
種
啓
発
行
事
を
実
施
す
る
予
定
に
し
て
い
ま
す
。

　

と
こ
ろ
で
、
国
民
の
価
値
観
の
多
様
化
が
進
む
中
、
物
質
的
な
豊
か
さ
の
み
を

追
い
求
め
、
心
の
豊
か
さ
を
は
ぐ
く
む
こ
と
に
必
ず
し
も
意
を
用
い
な
い
風
潮
や
、

自
己
の
権
利
の
み
を
主
張
し
、
他
人
の
権
利
を
軽
視
す
る
傾
向
が
見
受
け
ら
れ
、

社
会
の
中
で
さ
ま
ざ
ま
な
人
権
問
題
が
発
生
し
て
お
り
ま
す
。

　

そ
こ
で
、「
第
57
回
人
権
週
間
」
に
お
い
て
は
、
次
の
事
項
を
強
調
事
項
と
定
め
、

地
域
で
さ
ま
ざ
ま
な
人
権
啓
発
活
動
を
実
施
す
る
予
定
で
す
。

　
平
成
17
年
度
啓
発
活
動

重
点
目
標
で
あ
る
「
育
て

よ
う 

一
人
一
人
の 

人
権

意
識
〜
思
い
や
り
の
心
・

か
け
が
え
の
な
い
命
を
大

切
に
〜
」
の
ほ
か
に
、
次

の
事
項
を
強
調
事
項
と
し

て
定
め
ま
し
た
。

育
て
よ
う 

一
人
一
人
の 

人
権
意
識

問い合わせ先
市民課・人権啓発課・社会教育課
☎（25）1111

第
57
回
人
権
週
間　

12
月
４
日（
日
）〜
12
月
10
日（
土
）

〜
思
い
や
り
の
心
・
か
け
が
え
の
な
い
命
を
大
切
に
〜

他
に
も
・・・
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（
目
的
）

第
１
条　

こ
の
条
例
は
、
す
べ
て

の
国
民
に
基
本
的
人
権
の
享
有

を
保
障
し
、
法
の
下
の
平
等
を
定

め
る
日
本
国
憲
法
の
理
念
、
人
権

教
育
及
び
人
権
啓
発
の
推
進
に
関

す
る
法
律
の
趣
旨
並
び
に
同
和
対

策
審
議
会
答
申
の
精
神
に
の
っ
と

り
、
最
も
深
刻
に
し
て
重
大
な
社

会
問
題
で
あ
る
部
落
差
別
を
は
じ

め
、
あ
ら
ゆ
る
差
別
に
よ
り
今
な

お
人
間
の
尊
厳
が
侵
さ
れ
て
い
る

こ
と
に
か
ん
が
み
、
根
本
的
か
つ

速
や
か
に
部
落
差
別
等
の
撤
廃
と

人
権
擁
護
を
図
り
、
も
っ
て
人
権

尊
重
を
基
調
と
す
る
差
別
の
な
い

明
る
い
菊
池
市
の
実
現
に
寄
与
す

る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。

（
市
の
責
務
）

第
２
条　

市
は
、
前
条
の
目
的
を
達

成
す
る
た
め
、
必
要
な
施
策
を
積

極
的
に
推
進
す
る
と
と
も
に
、
行

政
の
す
べ
て
の
分
野
で
市
民
の
人

権
意
識
の
高
揚
に
努
め
る
も
の
と

す
る
。

（
市
民
の
責
務
）

第
３
条　

す
べ
て
の
市
民
は
、
相
互

に
基
本
的
人
権
を
尊
重
す
る
と
と

も
に
、
部
落
差
別
を
は
じ
め
、
あ

ら
ゆ
る
差
別
を
な
く
す
た
め
の
施

策
に
協
力
し
、
自
ら
も
部
落
差
別

を
は
じ
め
人
権
侵
害
に
関
す
る
行

為
を
し
て
は
な
ら
な
い
。

（
市
の
施
策
の
推
進
）

第
４
条　

市
は
、
基
本
的
人
権
を
擁

護
し
、
部
落
差
別
を
は
じ
め
、
あ

ら
ゆ
る
差
別
を
撤
廃
す
る
た
め
に

必
要
な
生
活
環
境
の
改
善
、
社
会

福
祉
の
充
実
、
産
業
の
振
興
、
職

業
の
安
定
、
教
育
の
充
実
、
人
権

擁
護
意
識
の
高
揚
等
に
関
す
る
施

策
に
つ
い
て
、
市
民
及
び
関
係
団

体
と
協
力
の
上
、
推
進
に
努
め
る

も
の
と
す
る
。

（
教
育
及
び
啓
発
活
動
の
充
実
）

第
５
条　

市
は
、
市
民
の
人
権
意
識

の
普
及
高
揚
を
図
る
た
め
、
関
係

団
体
と
協
力
関
係
を
密
に
し
、
充

実
し
た
人
権
教
育
の
推
進
を
図
り
、

あ
ら
ゆ
る
機
会
を
と
ら
え
て
、
啓

発
活
動
を
行
い
、
人
権
擁
護
の
社

会
づ
く
り
に
努
め
る
も
の
と
す
る
。

（
推
進
体
制
の
充
実
）

第
６
条　

市
は
、
部
落
差
別
を
は
じ

め
、
あ
ら
ゆ
る
差
別
の
撤
廃
に
関

す
る
施
策
を
効
果
的
に
推
進
す
る

た
め
、
国
、
県
及
び
関
係
団
体
と

連
携
を
図
り
、
推
進
体
制
の
充
実

に
努
め
る
も
の
と
す
る
。

（
審
議
会
）

第
７
条　

部
落
差
別
を
は
じ
め
、
あ

ら
ゆ
る
差
別
を
な
く
す
た
め
の
重

要
事
項
を
調
査
審
議
す
る
た
め
、

菊
池
市
部
落
差
別
等
撤
廃
・
人
権

擁
護
審
議
会
（
以
下
「
審
議
会
」

と
い
う
。
）
を
設
置
す
る
。

２　

審
議
会
の
組
織
及
び
運
営
に
関

す
る
事
項
は
、
規
則
で
定
め
る
。

（
委
任
）

第
８
条　

こ
の
条
例
の
施
行
に
関
し

必
要
な
事
項
は
、
市
長
が
定
め
る
。

　

附　

則

　

こ
の
条
例
は
、
平
成
17
年
３
月
22

日
か
ら
施
行
す
る
。

（
趣
旨
）

第
１
条　

こ
の
規
則
は
、
菊
池
市
部

落
差
別
等
撤
廃
・
人
権
擁
護
に
関

す
る
条
例
（
平
成
17
年
菊
池
市
条

例
第
１
３
１
号
。
以
下
「
条
例
」

と
い
う
。
）
第
７
条
第
２
項
の
規

定
に
基
づ
き
、
菊
池
市
部
落
差
別

等
撤
廃
・
人
権
擁
護
審
議
会
（
以

下
「
審
議
会
」
と
い
う
。
）
の
組

織
及
び
運
営
に
関
し
必
要
な
事
項

を
定
め
る
も
の
と
す
る
。

（
所
掌
事
務
）

第
２
条　

審
議
会
は
、
次
に
掲
げ
る

事
項
を
調
査
・
審
議
す
る
と
と
も

に
、
市
長
の
諮
問
に
答
申
し
、
必

要
に
応
じ
て
市
長
に
意
見
を
述
べ

る
こ
と
が
で
き
る
。

（
１
）　

市
民
の
人
権
意
識
の
普

及
高
揚
を
図
る
た
め
の
教
育
及

び
啓
発
活
動
の
充
実
に
関
す
る

事
項

（
２
）　

部
落
差
別
等
を
撤
廃
す

る
た
め
の
施
策
の
推
進
に
関
す

る
事
項

（
３
）　

市
民
の
意
識
調
査
の
実

施
と
結
果
の
集
約
に
関
す
る
事

項
（
４
）　

条
例
第
４
条
に
掲
げ
る

事
業
に
関
す
る
基
本
的
な
方
針

に
関
す
る
事
項

（
５
）　

そ
の
他
重
要
な
施
策
に

関
す
る
事
項

（
組
織
）

第
３
条　

審
議
会
は
、
委
員
20
人
以

内
を
も
っ
て
組
織
す
る
。

２　

委
員
は
、
次
に
掲
げ
る
者
に
つ

い
て
市
長
が
委
嘱
す
る
。

（
１
）　

市
議
会
議
員

（
２
）　

学
識
経
験
を
有
す
る
者

（
３
）　

各
種
団
体
か
ら
推
薦
を

受
け
た
者

（
４
）　

そ
の
他
市
長
が
適
当
と

認
め
る
者

（
委
員
の
任
期
）

第
４
条　

委
員
の
任
期
は
、
２
年
と

す
る
。
た
だ
し
、
補
欠
委
員
の
任

期
は
、
前
任
者
の
残
任
期
間
と
す

る
。

（
会
長
及
び
副
会
長
）

第
５
条　

審
議
会
に
会
長
及
び
副
会

長
各
１
人
を
置
き
、
委
員
の
互
選

と
す
る
。

２　

会
長
は
、
審
議
会
を
代
表
し
、

会
務
を
総
理
す
る
。

３　

副
会
長
は
、
会
長
を
補
佐
し
、

会
長
に
事
故
が
あ
る
と
き
は
、
そ

の
職
務
を
代
理
す
る
。

（
会
議
）

第
６
条　

会
長
は
、
審
議
会
を
招
集

し
、
そ
の
議
長
と
な
る
。

２　

審
議
会
は
、
委
員
の
過
半
数
が

出
席
し
な
け
れ
ば
会
議
を
開
く
こ

と
が
で
き
な
い
。

３　

議
事
は
、
出
席
委
員
の
過
半

数
で
決
し
、
可
否
同
数
の
と
き
は
、

議
長
の
決
す
る
と
こ
ろ
に
よ
る
。

４　

審
議
会
は
、
部
落
差
別
及
び
人

権
問
題
に
関
し
見
識
を
有
す
る
者

か
ら
意
見
を
聴
く
こ
と
が
で
き
る

も
の
と
す
る
。

（
部
会
）

第
７
条　

会
長
が
必
要
と
認
め
る
と

き
は
、
審
議
会
に
専
門
的
事
項
を

分
掌
さ
せ
る
た
め
、
部
会
を
置
く

こ
と
が
で
き
る
。

２　

部
会
は
、
会
長
が
指
名
す
る
者

で
組
織
す
る
。

（
ま
ち
づ
く
り
推
進
委
員
）

第
８
条　

市
民
の
人
権
意
識
の
普
及

高
揚
を
図
る
た
め
の
教
育
及
び
啓

発
活
動
を
推
進
す
る
た
め
、
地
域

の
指
導
者
と
し
て
、
ま
ち
づ
く
り

推
進
委
員
（
以
下
「
委
員
」
と
い

う
。
）
を
置
く
。

２　

委
員
は
、
20
人
以
内
と
し
、
市

長
が
委
嘱
す
る
。

３　

委
員
の
任
期
は
、
２
年
と
す

る
。
た
だ
し
、
補
欠
委
員
の
任
期

は
、
前
任
者
の
残
任
期
間
と
す
る
。

（
庶
務
）

第
９
条　

審
議
会
の
庶
務
は
、
総
務

部
人
権
啓
発
課
に
お
い
て
処
理
す

る
。

（
そ
の
他
）

第
10
条　

こ
の
規
則
に
定
め
る
も
の

の
ほ
か
、
審
議
会
の
運
営
に
関
し

必
要
な
事
項
は
、
会
長
が
審
議
会

に
諮
っ
て
定
め
る
。

　

附　

則

　

こ
の
規
則
は
、
平
成
17
年
３
月
22

日
か
ら
施
行
す
る
。

第１回菊池市人権・同和教育研究集会

広報きくち｜2005 DECEMBER-1｜5

菊
池
市
部
落
差
別
等
撤
廃
・

人
権
擁
護
審
議
会
規
則

菊
池
市
部
落
差
別
等
撤
廃
・

人
権
擁
護
に
関
す
る
条
例

育てよう 一人一人の 人権意識

　第１回菊池市人権・同和教育研究集会並びに第１回菊池市人権
啓発講演会が市民など約 1,200 人が参加し、菊池体育センター
（旧菊池勤労者体育センター）で行われました。
　差別のない明るい菊池市づくりを目的に菊池市、菊池市教育委
員会、菊池市人権・同和教育推進協議会の主催で開催。講演会で
は、九州ルーテル学院大学非常勤講師の中村貞夫さんが「愛と感
動のメッセージ」～感性に訴える人権教育～と題して講演しまし
た。中村さんは「偉大なる人生を送ることは命を大切に。めざそ
う命の尊さ。愛と感動のルネサンス。また、NO.1 の世界を選ん
で日本一の人権のまち菊池市の構築を」などと話されました。
　午後からは、菊池少年少女合唱団が美しいハーモニーで人権の
歌を披露し、人権作文発表として、水源小６年の藤本彩花さんが
「平和を望んで」、泗水中１年の木村美晴さんが「これからの自分」、
菊池高校１年の池上　輝さんが「自分が頑張れること」と題して
それぞれ発表しました。その後、人権バンド「イソジンズ」が歌
と語りで差別のおかしさなどを訴えました。

第１回菊池市人権・同和教育研究集会

人権バンド「イソジンズ」

～第１回 菊池市　人権・同和教育研究集会並びに人権啓発講演会～

日本一の「人権のまち菊池市」の構築を

菊
池
市
部
落
差
別
等
撤
廃
・
人
権
擁
護
に
関
す
る
条
例

お
よ
び
同
審
議
会
規
則
を
紹
介
し
ま
す

　

人
権
尊
重
を
基
調
と
す
る
差
別
の
な
い
明
る
い
菊
池
市
の
実
現
を
目
的
に
「
菊
池
市
部
落
差
別
等
撤

廃
・
人
権
擁
護
に
関
す
る
条
例
」
お
よ
び
「
菊
池
市
部
落
差
別
等
撤
廃
・
人
権
擁
護
審
議
会
規
則
」
が
、

合
併
の
日
と
同
日
の
３
月
22
日
に
制
定
・
施
行
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

市
民
の
皆
さ
ん
も
こ
の
条
例
・
規
則
の
主
旨
を
ご
理
解
頂
き
、
人
権
意
識
の
高
揚
に
努
め
ら
れ
ま
す
よ

う
に
お
願
い
致
し
ま
す
。
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9月28日（水）～10月1日（土）
菊池市の市民交流団が韓国金堤市で日本舞踊を披露
10月21日（金）～10月24日（月）
韓国金堤市交流団31人が菊池市を訪問
　旧泗水町と韓国金堤市の姉妹都市締結20周年となる今年、金堤市であっ
た「第７回金堤地平線まつり」に、菊池市の日本舞踏家５人が招待されま
した。
　この祭りは、昔ながらの農耕文化を守り、さまざまな民俗文化を継承、
発展させるために毎年開かれている一大イベントで、国内の「2005 年最
優秀文化観光フェスティバル」に選定されています。
　一行は９月 29日（木）のオープニングセレモニーで、海外からの招待
団体として紹介され、会場に設置された特大ステージで、日本ならではの
四季や桜をテーマとした２曲を披露しました。その優雅な舞と華やかな衣
装に会場に集まった約 13万人の観衆から大拍手が湧き上がりました。
　また、韓国金堤市より中学生 22人を含む交流団 31人が、10月 21日
（金）午後、菊池市役所を表敬訪問しました。
　今回訪れた中学生（男子 10人、女子 12人）は、今年８月、教育委員
会が実施した「中学生海外派遣事業」で、菊池市の中学生が金堤市を訪問
した際に交流のあった生徒たちで、今回は菊池市の中学生がホストファミ
リーとなり、楽しいひと時を過ごしました。
　10月 23 日（日）には「しすいコスモスマラソン大会」に成人男女４
人が出場し、快晴の秋空のもと、全
員が 10キロと５キロを完走しまし
た。

オープニングセレモニーで日本舞踊を披露す
る、藤間流の３人（写真①・②）と昂月貞千
代会の２人（写真④）、金堤市を訪れた交流
団（写真③・庁舎にある記念碑前）
菊池市を訪れた交流団（写真⑤）、ホストファ
ミリーとの夕食会（写真⑥）、マラソン大会
に参加した選手たち（写真⑦）

9月27日（火）森田ノブ子さんが栄養改善事業功労者厚生労働大臣表彰

　徳島県であった「日本栄養改善学会学術総会」で、菊池市役所菊池総合支所
健康福祉課に勤務している森田ノブ子さんが、栄養改善事業功労者厚生労働大
臣表彰を受けました。
　この賞は、栄養士の免許を持ち、常に第一線で栄養改善事業や同業務を担当
し同活動が特に顕著な功績を有すると認められる人の中から選ばれるもので、
森田さんのこれまでの活動が評価され今回の表彰となりました。
　森田さんは「来春の退職後も、食を通して高齢者の低栄養化や生活習慣病の
予防と改善など、市民の皆さんの健康づくりの手助けに努めたいです」と話さ
れました。
　今後の活躍が期待されます。

●①

●②

●④

●⑦

●③

●⑥●⑤

10月9日（日）
第14回菊池市民総合スポーツ大会（菊池総合支所管内）

　菊池市総合体育館を始めとする市内の各所で、10種目
15競技が開催されました。
　各競技で熱戦が繰り広げられ、菊之池体育振興会が総
合優勝しました。
　また、開会式で、平成 16年 10月から平成 17年９月
末までに県大会や九州大会、全国大会で優秀な成績を収
めた個人・団体が表彰されました。
　種目毎の結果と表彰者は、次のとおりです。（敬称略）

厚生労働大臣の表彰を受けた
森田ノブ子さん

第14回菊池市民総合スポーツ大会（菊池総合支所管内）　成績結果
種　目 優　勝 準優勝 ３　位 種　目 優　勝 準優勝 ３　位

総合優勝 菊之池 戸崎 迫間・水迫 卓球 隈府１区 迫間・水迫 菊之池、戸崎

軟式野球

Ａパート　戸崎 ー ー 剣道 水源 花房 河原、龍門
Ｂパート　隈府３区 ー ー バドミントン 菊之池 隈府１区 高野瀬

Ｃパート　隈府１区 ー ー グラウンドゴルフ
（男子） 高野瀬 河原 隈府１区

ソフトボール
Ａパート　龍門 迫間・水迫 － グラウンドゴルフ

（女子） 高野瀬 隈府４区 戸崎

Ｂパート　隈府２区 水源 － ミニバレーボール
（男子50才以上） 隈府１区 菊之池 迫間・水迫

ゲートボール
（男子） 花房 戸崎 龍門、菊之池 ミニバレーボール

（女子30～49） 迫・水迫 高野瀬 隈府２区

ゲートボール
（女子） 花房 菊之池 迫間・水迫、戸崎 ミニバレーボール

（女子50才以上） 隈府１区 菊之池 花房

バレーボール
（男子） 戸崎 迫間・水迫 高野瀬、菊之池 ゴルフ 菊之池 迫間・水迫 隈府４区

バレーボール
（女子） 菊之池 戸崎 隈府２区、隈府４区

平成17年度菊池市（菊池総合支所管内）　スポーツ優秀者および優秀団体表彰一覧表
種　目 氏　名 大　会　名 成　績
水　泳 倉原　慎治 第60回熊本県民体育祭 優勝男子25歳以上200mリレー
〃 倉原　成明 第60回熊本県民体育祭 優勝男子25歳以上200ｍリレー
〃 北村　信二 第60回熊本県民体育祭 優勝男子25歳以上200ｍリレー
〃 北村　崇史 第60回熊本県民体育祭 優勝男子25歳以上200ｍリレー
〃 石口　　幹 第60回熊本県民体育祭 優勝女子35歳以上50ｍ背泳
〃 荒木　知加 第60回熊本県民体育祭 優勝女子25歳未満50ｍ背泳
陸　上 田尻　夏姫 国民体育大会陸上競技熊本県最終予選 優勝・走り高跳び
〃 川上　翔三 全九州高等学校総合体育大会 ２位・400ｍ
〃 江里口匡史 全九州高等学校総合体育大会（国体出場） ２位・100ｍ

〃 阪本　侑加
全国小学生陸上競技交流大会県予選 優勝・走幅跳
日清カップ全国小学生陸上競技交流大会 ５位・全国大会

〃 松野　祐希 全日本中学校通信陸上競技大会熊本県大会 優勝・200m

〃 武藤　奈々 平成17年度　全九州高等学校総合体育大会 最優秀賞受賞　優勝・400・400リレー・
1600リレー

〃 松野　真幸 国民体育大会陸上競技熊本県最終予選 優勝・800m
剣　道 出口　恵貴 国民体育大会剣道競技九州地区予選 ２位（少年男子・団体）
〃 松原　正宜 平成17年度全国高等学校総合体育大会 ３位・男子団体

〃 緒方　有希
全国教職員剣道大会 優勝（女子・個人）
全日本女子剣道選手権大会 準優勝（女子・個人）

ソフトテニス 笹原　友子 第27回全日本レディースソフトテニス熊本県大会 優勝・さくらBの部
〃 沖田加代子 第７回熊本県レディースソフトテニス、壮年、シニア大会 優勝・35歳以上の部

バドミントン 江里口和男
熊本県社会人選手権 優勝・60歳以上ダブルス
全九州社会人シニア選手権 優勝・60歳以上ダブルス

馬　術 石原　大輔 第39回全日本高等学校馬術競技大会九州地区予選会 優勝・障害飛越（団体）
バレーボール
（団体）

隈府小学校
バレーボール部

熊本県スポーツ少年団バレーボール交流大会（全国・九州）
選考会 優勝（H18年３月全国大会）

開会式で選手宣誓す
る稲田益城さん（上）
各大会で優秀な成績
を収め、表彰された
皆さん（左）
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10月8日（土）菊池市献穀事業「抜
ぬきほさい

穂祭」

　皇居行事

「新
にいなめさい

嘗祭」に
献上する米
（ヒノヒカリ）
の抜穂祭が菊
池市原（鍋倉
区）の献穀田
でありました。
　参加者約
130人が見守

るなか、菅
すげがさ

笠
をかぶった農
協職員の早乙
女が、黄金色
に色づいた稲穂を収穫しました。
　また、菊池農業高校の太鼓部による五穀豊穣を願う「豊饒太
鼓」も演奏され、祭事に花を添えました。
　10月 26 日（水）には、収穫選別を終了した献穀米が熊本

県代表として米１升と粟
あわ

５合が皇居に献上されました。
　献穀者の有働敏徳夫妻、福村市長、熊本県の緒方農政部長が
皇居に入り献納式が行われました。
　有働さんは「熊本県の代表として献納することができて感激
しました。皆さんの協力のおかげです」と話されました。

　また、献上された米と粟
あわ

は、11 月 23 日の新嘗祭でも使用
されました。

　桜山八区（泗水町）の子どもたちが芋ほ
りをしました。
　５月下旬に植えた苗が、地主の木村さん
や菅区長などたくさんの人の協力で順調に
育ち、今回の収穫を迎えました。
　子どもたちは、どろんこになりながら芋
を掘ったり、畑にいるカマキリを捕まえた
り、大きな虫に驚いたりしながら自然にも
触れ、秋の１日を楽しみました。
　また、収穫した芋は同区老人会にも配ら
れました。
　この事業は桜山八区子ども会が昨年から
行っています。

　旭志小学校で稲刈り体験が行われ、旭志小の全校児
童 330人が参加しました。
　近年では重機での稲刈りが主流となっていますが、
児童たちは昔ながらの鎌を使った方法で稲刈りをしま
した。
　今回刈ったもち米は、児童たちの給食と特別養護老
人ホームあさひが丘荘や菊池恵楓園、旭志地区の一人
暮らしのお年よりたちに配られます。
　また、同小学校ではそのもち米を使った餅つきも予
定しています。

10月10日（月）
桜山八区子ども会が芋ほり

　渡辺昭一さん（○七  宮園）に、農林水産大臣から感
謝状が贈られました。
　この賞は、渡辺さんが農業経営統計調査に永年協
力したことから贈られたもので、「統計の日（※）」
を記念して熊本交通センターホテルで行なわれた、
九州農政局主催の「農林水産大臣感謝状および表彰
状伝達式」の中で、農林水産省が実施する農林水産
統計調査に永年にわたって協力した人に、感謝状お
よび表彰状が贈られました。

　今後の活躍が期待
されます。

※統計の日
　統計の日は、昭和
48 年７月の閣議了
解により、毎年 10
月 18 日が「統計の
日」と定められまし
た。
　旧暦明治３年９月
24 日に太政官布告
が公布された日を太
陽暦に換算した日で
す。

10月20日（木）
渡辺昭一さんに農林水産大臣から感謝状

昔
な
が
ら
の
鎌
を
使
っ
た
方
法
で
刈
っ
た
稲
を
運
ぶ

旭
志
小
の
児
童
た
ち

10月20日（木）旭志小学校で稲刈り

稲穂を収穫する早乙女の皆さん

芋
ほ
り
に
参
加
し
た
子
ど
も
た
ち

農林水産大臣から感謝状が贈られた
渡辺昭一さん

10月10日（月）10月21日（金）
全国ホルスタイン共進会の全国大会出場を報告
　５年に１度行われる全国ホルスタイン共進会に出場が決まっ
た４人が、その報告に福村市長を訪れました。
　福村市長が「今までの苦労が大変だったと思います。全国へ
の出場は大変名誉なことです。活躍を期待しています」と激励
すると、４人を代表して梁池健次郎さんが「会場の栃木県まで
の体調管理が難しいが一生懸命がんばります」と答えました。
　全国大会への出場者と団体は、次のとおりです。（敬称略）
第１部　梁池健次郎　　第６部　荒木武信
第 10部　乳ウエーブ利用組合（代表　益崎洋光）
第 11部　シスイサクセスフルドリームシンジケート（代表　梁池朋幸）
※大会は、11月４日（金）・５日（土）に栃木県で行なわれ、
荒木武信さんが第６部で全国５位に輝きました。また、その
他の出場者も健闘しました。

　花房公民館で男のための料理教室が開か
れました。
　30歳代から60歳代まで美食家12人が、
中原道子さん広田まつよさんの指導で伝承
料理の「だご汁」を作りました。
　この料理は肉類を一切使わず、昔ながら
の素材と味にこだわった手軽でリーズナブ
ルなヘルシー料理です。
　麦の粉に塩と水を加えこねて生地を作
り、それをしばらく寝かせてだご打ち台と
麺棒でのばすだごうちに悪戦苦闘しながら
も、幼いときの我家のだごうちのエピソー
ドが飛び出し、笑い声の中に楽しく料理が
進みました。
　仕上がりは、鍋ごとに違う味になりまし
たが、手作りのごぶづけ、梅干、おにぎり
の差し入れにビールも付いて、参加した皆
さんは「自作だご汁」の味に満足げでした。

　七城ふるさとコスモスウォークラリーが開催
されました。今年は、県内外から 800 人を超
える参加者が 200 万本のコスモスが咲く菊池
川・迫間川の河川敷を秋の心地よいそよ風に吹
かれながら、家族や仲間と一緒にコスモスを観
賞しながら歩きました。
　午後からは抽選会があり、七城特産品のメロ
ンや米などが参加者に配られ、会場内は賑わい
を見せました。
　また、七城小学校サブグラウンド会場では、
七城町農業祭「七城のこめまつり」が同時開催
され、演芸大会やお楽しみ抽選会などの催しも
ので会場内は、盛り上がりを見せていました。

10月23日（日）男の料理教室

200 万本のコスモスが咲く
中を歩く参加者（上・左）、
抽選会（下）、同時開催の
七城のこめまつり（右）

10月23日（日）七城ふるさとコスモスウォークラリー

報
告
に
訪
れ
た
４
人
。

右
か
ら
梁
池
朋
幸
さ
ん
、

益
崎
洋
光
さ
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、
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、

梁
池
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次
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さ
ん

だ
ご
打
ち
に
挑
戦
す
る
参
加
者
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10月23日（日）第20回しすいコスモスマラソン大会
 第13回泗水孔子まつり2005

　さわやかな秋空のもと、しすいコスモスマラソン大
会があり、市内外から 625 人の選手が出場して健脚
を競いました。
　孔子公園横をスタートした選手たちは、３キロ、５
キロ、10キロの部にそれぞれ分かれ、たくさんのコ
スモスが咲く合志川沿いを走りながら、秋の１日を満
喫しました。
　マイペースで走る親子や歯を食いしばって走る選手
に、沿道からはさかんな声援が送られていました。
　午後からは、孔子の遺徳をしのぶ孔子まつりが孔子
公園であり、3,000 人をこえる人で賑わいました。 スタート１キロ付近を走る選手たち

　永翔太鼓の演奏やバル
ーンアーティストステー
ジ、パパイヤ鈴木とおや
じダンサーズステージな
どがあり、家族連れな
どの来場者を沸かせまし
た。
　メーンの「祭孔大典」
は同園の祀聖亭（しせい
てい）周辺であり、色鮮
やかな衣装を身にまとっ
た舞生の踊りや中国古来
の楽器を奏でる楽生の演
奏などを、泗水中学校生
徒など約50人が披露し、
訪れた観客を魅了しまし
た。
　このまつりは、「泗水
町」の名の由来となった
孔子生誕の地、中国の泗
水県にちなみ、平成４年
に孔子公園を建設して以
来、毎年行われています。

10月23日（日）・24日（月）「晴れの国おかやま国体」で銃剣道少年男子が4位入賞
　第 60回国民体育大会秋季大会が岡山県奈義町であり、
熊本県チーム（菊池市在住高校生）が４位入賞を果たしま
した。
　全国から各地域ブロック大会を勝ち抜いた 13チームに
よるトーナメント戦で、１回戦鳥取県、２回戦兵庫県チー
ムを３対０のストレートで下し、準決勝へ進みましたが優
勝した北海道チームに破れ、また、３位４位決定戦でも埼
玉県チームに破れ４位となりました。
　今年の大会が最後となったルーテル学院高校３年の木下
雅貴選手は「小学生の時から始めて 10年になります。昨
年に引き続き２回国体に出場できて大変勉強になりまし
た。今年は優勝したかったけど、精一杯戦ったので悔いは
ありません。来年は、後輩たちに頂点を目指して頑張って
ほしいと思います」と話されました。

左から前田監督、木下裕貴選手、佐藤昭平選手、
木下雅貴選手、小林卓矢選手

パパイヤ鈴木とおやじダンサーズス
テージ（左上）、書道展で表彰された
子どもたち（左）、祀聖亭周辺であっ
た祭孔大典（上）

10月28日（金）
七城ふれあいミニバレーボール大会

　七城体育館で七城ふれあいミニバレーボール大会
があり、七城校区民や七城の企業などから 38チーム
230人が参加しました。
　和気あいあいの中にも真剣なプレーが随所に見ら
れ、参加者はミニバレーを楽しみました。
　上位の結果は、次のとおりです。
レクリエーションの部
各パート１位　水次B、カントリーママ、
　　　　　　　台プリンス、加恵B、新古閑B
競技の部
各パート１位　高田特選隊、間所A

　旭志の岩本区で、現在では珍しい人力車を使った
結婚式が行われました。
　新郎新婦は、人力車に仲良く寄り添い岩本区から
菊池市旭志多目的研修センターまでの道のりを乗車
しました。
　今回の人力車での乗車は、菊池市内の商工会の皆
さんの協力によって実現しました。
　また、人力車の歴史は古く、明治時代から続いて
いて、初めての人力車の運転手は明治維新に落胆し
た武士が行っていました。

　水源地区のふるさと祭り「水源よかばい祭」が開催
されました。
　菊池北中学校吹奏楽部の演奏で始まり、水源交流館
で練習を重ねてきた神楽教室による「岩下神楽」の披
露や各地区からの歌や踊りのステージなどがありまし
た。
　また、各地区出店のうまいもの市も開催され、多く
の来場者で賑わいました。

七
城
体
育
館
で
あ
っ
た

ミ
ニ
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会

10月29日（土）人力車を使った結婚式

　七城総合グラウンドで菊池地区交通安全協会七
城支部主催のグラウンドゴルフ大会が開催されまし
た。
　これは、交通安全意識の高揚と地域住民の融和を
図るため毎年行われています。
　今年度は 180 人が参加し、菊池警察署講習指導
員の交通安全講話の後、グラウンドゴルフを楽しみ
ました。

10月31日（月）菊池地区交通安全協会
七城支部主催グラウンドゴルフ大会

神楽教室による「岩
下神楽」（上）、ラム
ネ早飲み大会（左）

10月30日（日）水源よかばい祭

仲良く寄り添いながら人力車に乗る新郎新婦

菊池地区交通安全協会七城
支部主催のグラウンドゴル
フ大会（上）、交通安全の
実技指導（右）
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11月5日（土）山木康世コンサート2005in養生伝承館
　泗水町にある養生伝承館で、元「ふきのとう」メンバーの山木
康世さんのコンサートがあり、菊池市内外から集まった約 200
人の聴衆で会場はいっぱいになりました。
　花房郵便局長の神谷紀美子さんと山鹿市在住のアマチュア
ミュージシャン徳永伸介さんが企画したもので、神谷さんと菊池
養生園名誉園長の竹熊宜孝先生との縁がきっかけとなり、養生伝
承館で開かれました。
　山木さんの歌声とギターやハーモニカの音色が会場に響くと、
来場者はうっとりと聞き入っていました。
　神谷さんは「このようなコンサート活動が住民の皆さんの交流
の場になればうれしいです。今後も続けたいと思っています。興
味がある人の連絡を待っています」と話されました。
※神谷紀美子　☎（25）4206「花房郵便局」

11月5日（土）・6日（日）
平成17年度七城ふれあい文化祭

　七城ふれあい文化祭が七城小学校体育館と七城
公民館で開催されました。
　作品展示の部では、各種団体から生け花や絵画、
書道、写真などの力作、約 1,000 点が多彩に並び、
来場者を魅了していました。
　また、演芸の部では、七城中学校吹奏楽部によ
る演奏に始まり、合唱や舞踊、ダンスなど見事な
舞台発表があり、来場者は芸術の秋を満喫してい
ました。

　孔子公園で開催予定だった農業まつりが
雨のために会場を泗水体育館に移し、一部
内容を変更して行われました。
　あいにくの天気にもかかわらず、会場は
家族連れなど約 1,000 人の来場者で賑わ
いました。
　ステージでは、農業・食料○×クイズや
養生米釣り大会などが行なわれました。大
空　港さんの「腹話術・マジックショー」
や寺本まさみさんの歌謡ショーでは、会場
から大きな拍手が送られました。
　また、農畜産物の販売、JAの各部会の
展示販売なども行なわれました。

11月6日（日）
2005泗水農業まつり

10月27日（木）豊潤橋の放流

　菊池川にかかる豊潤橋（伊倉・原本村間）で、送水管の
放流が行われました。全長 158 メートル、高さ 38 メー
トルの橋中央部両側から毎秒 100 リットルの放流が始ま
ると、集まった地元住民や関係者、観光客などは、そのダ
イナミックな水しぶきに感嘆の声を上げていました。
　毎年行なわれているこの放流は今年が４回目で、橋の送
水管の排泥（泥抜き）が目的で、収穫への感謝の気持ちも
込めて、かんがいへの供用が終わるこの時期に行われてい
ます。
　豊潤橋は、橋の上を人や車が通り、下を水が流れる供用
橋で、竜門ダムから畑と水田のかんがい用水を関係市町（菊
池市・山鹿市・大津町・合志町・西合志町・植木町）の受
益地へ導水する、文字どおり橋渡しの役目を果たす重要な
施設です。

　竜門ダムからの水を一時的に貯めて、水利用
者へ送り出す水の調整をしているファームポン
ド（調整池）の清掃があり、菊池市と山鹿市の
受益者や関係者など約 70人が参加しました。
　今回清掃したのは縦 75m、横 35m、深さ約
４mの１号で、たまった水は菊池台地用水土地
改良区職員により前日から完全に抜かれ、参加
者は日ごろは顔を見せない階段を降り、底にた
まった土砂をスコップやデッキブラシなどで集
めて取り除きました。
　この作業は菊池台地農業水利事業が始まって
以来初めてで、利用開始から約 10年を迎える
ことから行われました。今後は、菊池市・植木
町・西合志町に１号から５号まであるうちの蓋
のかぶっていないあと２つが、来年以降、１年
毎に清掃される予定です。

　菊池神社裏の菊池公園にある桜が開花しています。
　この桜は同公園に約 100 本あり、平成 14 年度に
公園を整備した際に植えられました。
　秋と春に２回花を咲かせる、「十月桜」といわれる
珍しい品種で、近くを通る人を驚かせています。
　４月のぽかぽか陽気にしか見ることができないと
思っていた春の代名詞「桜」を、肌寒くなる季節に紅
葉と一緒に見ることができました。

菊池台地用水土地改良区職員により弁が
開けられ、橋の両側から毎秒 100リット
ルの水が放水されました

11月10日（木）
菊池台地1号ファームポンドを清掃

　

こ
の
た
び
、
平
成
17
年
度
の
競
輪
の
補
助
金
を
受
け
て
、

左
記
の
事
業
を
完
了
い
た
し
ま
し
た
。

 

記

事
業
名 

平
成
17
年
度

 

知
的
障
害
者
援
護
施
設
の

 

車
両
整
備
補
助
事
業

事
業
の
内
容 

福
祉
車
両
「
車
い
す
仕
様

 

（
ス
ロ
ー
プ
式
）」
１
台

補
助
金
額 

１
、８
７
５
、０
０
０
円

実
施
場
所 

熊
本
県
菊
池
市
七
城
町

 

　
　
　

流
川
４
２
１
番
地

完
了
年
月
日 

平
成
17
年
９
月
22
日

 

（
福
）
七
城
福
祉
会

 

　
　

理
事
長　

古
閑
千
章

競
輪
補
助
事
業
完
了
の
お
知
ら
せ

10
月
下
旬
か
ら
咲
き
は
じ
め
た
菊
池
公
園
の

十
月
桜

菊池公園の桜が開花

大空　港さんの
「腹話術・マジックショー」

底にたまった土砂をブラシを使って清掃する参加者

七
城
中
学
校
吹
奏
楽
部
の
演
奏
（
左
上
）、

各
種
団
体
の
作
品
展
示
（
左
）、
七
城
コ
ー

ル
・
コ
ス
モ
ス
の
舞
台
発
表
（
右
）

花卉部会の展示販売（上）、
養生米釣り大会（下）

養生伝承館であった山木康世さんのコンサート
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ド
ラ
イ
ス
キ
ン（
乾
燥
肌
）の
ケ
ア
は
大
丈
夫
？

ド
ラ
イ
ス
キ
ン（
乾
燥
肌
）の
ケ
ア
は
大
丈
夫
？

健康だより健康だより
問い合わせ先

健康推進課　☎（25）1111

　

健
康
で
う
る
お
い
の
あ
る
肌
は
、

皮
膚
表
面
の
角
質
層
に
水
分
が
し
っ

か
り
と
保
有
さ
れ
て
い
る
状
態
で
、

外
か
ら
の
刺
激
を
防
御
し
、
体
内
の

水
分
が
失
わ
れ
な
い
よ
う
に
す
る
バ

リ
ア
機
能
が
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
皮
膚
に
含
ま
れ
る
水
分
を

逃
さ
な
い
よ
う
に
、皮
脂
膜
（
※
１
）

が
皮
膚
表
面
を
覆
っ
て
い
ま
す
。

　

で
も
、
様
々
な
原
因
で
皮
膚
の
角

質
層
の
水
分
が
失
わ
れ
る
と
、
皮

膚
本
来
の
バ
リ
ア
機
能
が
低
下
し
て
、

肌
荒
れ
や
皮
膚
の
か
ゆ
み
、
湿
疹
な

ど
の
症
状
が
起
こ
り
ま
す
。
ド
ラ
イ

ス
キ
ン
に
な
る
と
、
ち
ょ
っ
と
し
た

刺
激
に
も
、
か
ゆ
み
を
感
じ
や
す
く

な
り
「
皮
膚
を
か
く
↓
皮
膚
が
傷
つ

く
↓
水
分
が
さ
ら
に
蒸
発
す
る
」
と

悪
循
環
を
ま
ね
き
ま
す
。

　

皮
膚
の
乾
燥
は
、
体
の
部
分
に

よ
っ
て
も
違
い
が
あ
り
、
手
や
腕
、

太
も
も
、
す
ね
な
ど
が
乾
燥
し
や
す

い
部
分
で
す
。

　

ド
ラ
イ
ス
キ
ン
の
症
状
を
防
ぐ
に

は
、
乾
燥
に
対
す
る
適
切
な
ス
キ
ン

ケ
ア
や
、
日
常
生
活
で
の
注
意
を
守

る
こ
と
が
大
切
で
す
。

①
肌
に
や
さ
し
い
衣
類
を
着
る

　

下
着
は
肌
に
ぴ
っ
た
り
と
し
た
長

め
の
も
の
で
、
綿
１
０
０
％
で
肌
触

り
の
良
い
も
の
に
し
ま
し
ょ
う
。
ま

た
、
肌
へ
の
刺
激
を
防
ぐ
た
め
、
チ

ク
チ
ク
す
る
セ
ー
タ
ー
類
は
避
け
る

か
、
下
着
で
カ
バ
ー
し
て
直
接
肌
に

触
れ
な
い
よ
う
に
し
ま
す
。

②
暖
房
器
具
を
使
う
時
は
加
湿
も
忘

れ
ず
に

　

暖
房
器
具
の
中
で
も
エ
ア
コ
ン
、

電
気
毛
布
、
ホ
ッ
ト
カ
ー
ペ
ッ
ト
な

ど
の
電
気
器
具
は
、
室
内
を
乾
燥
さ

せ
る
の
で
使
い
す
ぎ
に
注
意
し
、
加

湿
器
や
ぬ
れ
タ
オ
ル
な
ど
で
加
湿
を

心
が
け
ま
し
ょ
う
。

③
入
浴
後
に
は
ス
キ
ン
ケ
ア
を
欠
か

さ
な
い

　

お
風
呂
上
が
り
の
皮
膚
が
乾
き

き
っ
て
い
な
い
状
態
（
５
分
以
内
）

で
保
湿
剤
を
塗
布
す
る
と
効
果
的
で

す
。

・
白
色
ワ
セ
リ
ン

　

皮
膚
の
表
面
に
皮
膜
を
作
り
、
水

分
の
蒸
散
を
防
ぐ
。

・
尿
素
製
剤

　

角
質
の
保
湿
能
力
を
高
め
、
皮
膚

に
粘
滑
性
を
与
え
る
が
、
時
に
尿
素

の
刺
激
作
用
の
た
め
ヒ
リ
ヒ
リ
感
が

あ
る
。

④
お
風
呂
で
ゴ
シ
ゴ
シ
は
禁
物

　

石
け
ん
類
の
使
い
過
ぎ
や
こ
す
り

す
ぎ
は
、
汚
れ
と
一
緒
に
皮
脂
膜
を

取
り
除
い
て
し
ま
う
た
め
、
ナ
イ
ロ

ン
タ
オ
ル
の
使
用
は
控
え
ま
し
ょ
う
。

石
け
ん
を
泡
立
て
て
体
を
静
か
に

洗
っ
て
か
ら
お
湯
で
洗
い
流
す
の
が

い
い
で
し
ょ
う
。

　

ま
た
、
最
近
普
及
し
て
い
る
液
体

石
け
ん
に
は
、合
成
界
面
活
性
剤（
※

２
）
が
多
く
含
ま
れ
て
お
り
、
必
要

以
上
の
油
分
を
取
っ
た
り
、
す
す
ぎ

も
不
十
分
に
な
り
や
す
い
た
め
、
毎

日
の
入
浴
に
は
低
刺
激
性
の
石
け
ん

の
使
用
を
お
勧
め
し
ま
す
。

⑤
ア
ル
コ
ー
ル
や
香
辛
料
の
強
い
料

理
は
控
え
め
に
す
る

　

ア
ル
コ
ー
ル
や
香
辛
料
は
血
液
循

環
が
良
く
な
る
の
で
か
ゆ
み
が
起
こ

り
や
す
い
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　10月13日（木）に旭志会場で、10月28日（金）に
菊池会場で、それぞれ３歳児健診がありました。
　歯科検診の結果、むし歯がなかった子どもさんを紹
介します。（敬称略）

歯ッピーキッズ
３歳児健診時「むし歯なし」の子

　甘いものを控えること、歯みがきをすること、歯を強
くすること、定期健診を受けることがむし歯を予防する
ポイントです。
　これからもむし歯ゼロで頑張りましょう。

デ
リ
ケ
ー
ト
な
肌

　

年
金
教
育
の
一
環
と
し
て
毎
年
行

わ
れ
て
い
る
「
こ
く
み
ん
ね
ん
き
ん

イ
メ
ー
ジ
は
が
き
コ
ン
テ
ス
ト
」
に

県
内
の
小
・
中
学
校
か
ら
１
、３
５
５

点
の
応
募
が
あ
り
ま
し
た
。

　

10
月
３
日
に
熊
本
社
会
保
険
事
務

局
で
審
査
が
あ
り
、
小
学
生
と
中
学

生
の
部
そ
れ
ぞ
れ
24
作
品
が
入
賞
作

品
と
し
て
選
ば
れ
ま
し
た
。

　

最
優
秀
賞
と
菊
池
市
の
入
賞
者
は

次
の
と
お
り
で
す
。（
敬
称
略
）

小
学
生
の
部

・
最
優
秀
賞

　

田
辺
尚
貴
（
当
尾
小
・
宇
城
市
）

中
学
生
の
部

・
最
優
秀
賞

　

山
口　

彩
（
牛
深
東
中
・
牛
深
市
）

・
入
選　

岩
根
雄
飛
（
旭
志
中
）

・
入
選　

髙
宗
沙
紀
（
旭
志
中
）

・
佳
作　

田
中
千
穂
（
旭
志
中
）

・
佳
作　

坂
本
佳
菜
子
（
旭
志
中
）

・
佳
作　

陶
山
智
佳
子
（
旭
志
中
）

　

入
賞
作
品
は
、
12
月
６
日
（
火
）

ま
で
鶴
屋
百
貨
店
東
館
８
階
「
ふ
れ

あ
い
ギ
ャ
ラ
リ
ー
」
に
展
示
さ
れ
て

い
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

　

熊
本
社
会
保
険
事
務
局
年
金
課

　

☎
０
９
６
（
２
１
１
）
１
１
２
２

　国民年金保険料は、納付した全額が所得税・市町

村民税などの社会保険料控除の対象となります。

　平成 16年度分までの年末調整や確定申告の手続

きでは、納付した保険料を証明する書類の添付など

は必要ありませんでしたが、所得税法等の一部が改

正され、平成 17年度分の所得の申告から、国民年

金保険料を社会保険料控除として申告する場合に、

一年間に納付した国民年金保険料の納付を証明する

書類の添付などが義務付けられました。

　このため、生命保険会社などから送付される控除

証明書と同様に、国民年金保険料の納付額を証明す

る「社会保険料（国民年金保険料）控除証明書（ハ

ガキ）」が、社会保険庁から毎年 11 月上旬に送付

されることとなりました。

国民年金保険料
控除証明書について

守
り
た
い

５
つ
の
ポ
イ
ン
ト

清
しみず

水優
ゆう と

斗（○旭  川下）

尾
おばた

畠　晋
あまね

（○旭  高永）

髙
たかむね

宗ひかり（○旭  妻越）

10月13日（木） 
旭志会場

　
「
ド
ラ
イ
ス
キ
ン
」
と
は
、
皮
膚
が
乾
い
た
状
態
の
こ
と
を
い
い
ま
す
。

　

特
に
、
こ
れ
か
ら
春
先
に
か
け
て
は
空
気
が
乾
燥
し
て
い
る
こ
と
と
、

暖
房
器
具
の
使
用
な
ど
で
皮
膚
の
水
分
や
脂
（
皮
脂
）
が
減
少
し
て
、「
ド

ラ
イ
ス
キ
ン
」
を
起
こ
し
や
す
く
な
り
ま
す
。

「
第
16
回
こ
く
み
ん
ね
ん

き
ん
イ
メ
ー
ジ
は
が
き
コ

ン
テ
ス
ト
」審
査
結
果

　年末調整や確定申告する際に社会保険料控除として申告する場合には「社会保険料（国民年金保険料）
控除証明書」または領収証書の添付や提示が義務付けられました。

※
１　

皮
脂
膜
と
は
、
毛
孔
と
呼
ば

れ
る
毛
穴
か
ら
分
泌
さ
れ
る
皮
脂
と
、

汗
腺
か
ら
出
る
汗
が
混
じ
り
合
っ
て

で
き
る
薄
い
膜
で
、『
天
然
の
ク
リ
ー

ム
』
と
も
呼
ば
れ
、
皮
膚
を
保
護
し

て
い
ま
す
。

※
２　

界
面
活
性
剤
と
は
、
水
と
油

の
境
界
面
に
作
用
し
て
、
両
者
が
交

じ
り
合
う
よ
う
に
働
き
か
け
る
も
の

で
、
自
然
界
に
存
在
す
る
も
の
と
、

人
工
的
に
作
ら
れ
る
も
の
の
２
種
類

が
あ
り
ま
す
。
そ
の
中
の『
合
成（
石

油
系
）
界
面
活
性
剤
』
が
含
ま
れ
て

い
る
も
の
が
、
肌
の
バ
リ
ア
機
能
を

弱
め
た
り
、
蛋
白
質
を
変
質
さ
せ
る

た
め
、
ド
ラ
イ
ス
キ
ン
な
ど
皮
膚
の

ト
ラ
ブ
ル
を
引
き
起
こ
し
や
す
い
と

言
わ
れ
て
い
ま
す
。

新
しんごう

郷友
ゆう き

基（○菊  中町）

石
いしぶち

渕　光
ひかる

（○菊  西正観寺）

境
さかい

　夏
なつ き

希（○菊  西迫間）

内
うちだ

田瑠
る な

南（○菊  上古閑）

倉
くらはら

原　將
しょう

（○菊  下赤星）

10月28日（金） 菊池会場

　

以
上
の
こ
と
を
工
夫
し
て
、

皆
さ
ん
に
と
っ
て
快
適
で
、
よ

り
過
ご
し
や
す
い
冬
を
迎
え
る

こ
と
が
で
き
た
ら
よ
い
で
す
ね
。

暖
房
な
ど
で
、お
肌「
ガ
サ
ガ
サ
」

お
得
度
ラ
ン
キ
ン
グ

（
※
割
引
額
は
平
成
17
年
度
額
）

１
位

　

口
座
振
替
で
１
年
分
を
前
納
す
る
と

　

３
、４
２
０
円
お
得
。

２
位

　

年
度
末
（
３
月
）
ま
で
の
保
険
料
を
納

付
書
で
前
納
す
る
と
、
前
納
開
始
月
に
よ
り

２
、８
９
０
円
（
４
月
分
か
ら
前
納
し
た
場
合
）

〜
４
０
円（
２
月
分
か
ら
前
納
し
た
場
合
）お
得
。

３
位

　

半
年
分
を
口
座
振
替
で
前
納
す
る
と
９
３
０

円
、
納
付
書
で
前
納
す
る
と
６
６
０
円
お
得
。

４
位

　

気
軽
に
始
め
ら
れ
る「
口
座
振
替
早
割
制
度
」

　

通
常
は
翌
月
末
引
き
落
と
し
と
な
っ
て
い

る
口
座
振
替
を
、
当
月
末
引
き
落
と
し
に
す

る
で
け
で
月
々
40
円
が
割
引
に
な
り
、
年
間
で

４
８
０
円
お
得
。

口
座
振
替
の
お
申
し
込
み

　

ご
利
用
の
金
融
機
関
・
社
会
保
険
事
務
所
・

菊
池
市
役
所
（
各
総
合
支
所
）
へ
ど
う
ぞ
。

持
っ
て
く
る
も
の

○
年
金
手
帳
、
納
付
書
な
ど
基
礎
年
金
番
号
の

分
か
る
も
の

○
預
・
貯
金
通
帳

○
通
帳
の
登
録
印

　証明内容は、その年の１月から９月末日までに納

付された国民年金保険料額と、年内に納付が見込ま

れる場合の納付見込額です。年の途中から国民年金

に加入した場合など、その年の 10月以降に初めて

保険料を納付した人については、翌年２月初旬に同

様の証明書が送付されます。

　年末調整または確定申告などの手続きの際は必ず

この証明書や領収証書が必要となりますので、申告

を行うまで大切に保管してください。

　なお、問い合わせは、社会保険庁から送付される

「社会保険料（国民年金保険料）控除証明書」に記

載される問い合わせ先をご覧ください。

国
民
年
金
保
険
料
は

口
座
振
替
が
便
利
で
お
得

※
平
成
17
年
度
の
納
付
期
日
が
終
了
し
た
も
の

も
あ
り
ま
す
が
、
参
考
ま
で
に
照
会
し
ま
す
。

問い合わせ先
菊池市役所市民課
☎（25）1111

国民年金情報
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新着図書情報

四月の雪 キムヒョンギョン　著
　「僕たちが出会ったのが今じゃなければどう
なっていただろう？」ぺ・ヨンジュンが心を焦
がす許されざる愛。身を切られるほど切ない大
人の純愛物語。

HOKKAI 高樹のぶ子　著
　百年の時を越えて、小説家の「私」を魅了する「彼」の秘密は何？
アールヌーボーに影響を与えた近代の傑物、高島北海を描く長
編小説。現代に生きる女性作家「私」から語られる、植物を愛
した画家の謎と真実。

名をこそ惜しめ 津本　陽　著
　未曾有の激戦地で、物量に劣る日本兵が米軍側に多大な損失
を与えることができたのはなぜか。日本人の本質を問う、著者
渾身の戦記。

かんじき飛脚 山本一力　著
　「金沢から密丸を運べ」幕府を敵に回した加
賀藩を救うため、雪の山を越えて国許へ走る飛
脚たち。行く手には大雪、荒れる海、刺客、そ
して裏切り。期限は 10日ー。飛脚たち、駆け
る駆ける！

探偵は黒服 藤田宜永　著
　33歳の福光信輔は、銀座のクラブ「コネッサンス」の黒服。
ある夜、ビルの間の小道で、以前同じ店に勤めていた美咲の死
体を発見。ところが容疑者扱いされ、独自の調査を開始するは
めになるが…。

マルコの夢 栗田有起　著
　姉の仕事を手伝うためにフランスへ渡った一馬は、三ツ星レ
ストラン「ル・コント・ブルー」で働くことに。ある日オーナー
からマルコの買いつけを頼まれ、日本に戻り動き出すが…。幻
のマルコをめぐる奇妙な冒険譚。

きみの友だち 重松　清　著
　友だち？他人だよ、そんなの。でも特別な他人、大切な他人。
嬉しいこと、つらいことがいっぱいあったから「友だち」の意
味がわかったー。痛みや喪失を乗りこえ、少女たち、少年たち
はやがて…。

下流社会 三浦　展　著
　「いつかはクラウン」から「毎日百円ショップ」の時代へ。も
はや「中流」ではなく「下流」化している若い世代の価値観、生活、
消費を豊富なデータから分析。「下流社会」とはどんな社会なの
か？階層問題における消費社会論。

闇夜の国から二人で舟を出す 小池真理子　著
　行き着く先など、ワカラナイ。ならば流されてゆけばいい。
私はいまも生きて、恋して、書いている。創作の秘密、生と性
の「証」のエッセイ集。

バルテュスの優雅な生活
節子・クロソフスカ・ド・ローラ　著
　92年間の生涯を、ひたすら描きつづけた孤
高の画家・バルテュス。代表作を網羅し、誤解
と賞賛に彩られた人生の物語を、写真や節子婦
人の回想で辿る。

だれも知らないサンタの秘密
アラン・スノウ　さく

　サンタさんってなぞだらけ。どこに住んでいるの？欲しいも
のをなぜ知っているの？いったいサンタさんはクリスマスとい
う「大事業」をどうやって行っているの？驚くべきヒミツ、サ
ンタ極秘情報ガ次々とわかります。

がいこつ 和田　誠　絵　谷川俊太郎　詩
　ぼくはしんだらがいこつになりたい。がいこつになってよう
こちゃんとあそびたいー。誰かをほんとにすきななったら、怖
いものはなにもない。詩情あふれるあたたかな、恋の絵本。

まんげつのよるに
シリーズあらしのよるに 7

あべ弘士　絵　木村裕一　作
　大好きな友達が変わってしまって、それま
でのことをすべて忘れてしまっていたら…？
オオカミのガブとヤギのメイがたどりついた
のは、希望の森か、それとも哀しみのはてな
のか。２匹の友情のゆくえは…？

マーリン 4　時の鏡の魔法 T.A. バロン　著
　「時の鏡」をつかったおそろしい罠。呪いにかけられたマーリ
ンの命の時計が残り時間を刻み始め、時を越えた冒険がはじま
る。謎にみちたマーリンの少年時代をえがく本格冒険ファンタ
ジーの第４弾。

キウイじいさん 長　新太　え　渡辺茂男　ぶん
　キウイの好きなじいさんが、キウイの苗を一本買って庭に植
えた。毎日水をあげても、はながひとつぽちりと咲いて、ぽろ
りと落ちただけ。じいさんは腹を立て、キウイのまわりに「こ
れでもくらえ」と毎日生ごみを埋めはじめたが…。

夕凪の街 桜の国 こうの史代　著
　原爆投下から 10年後のヒロシマが舞台の「夕
凪の街」では、誰もあの事を語ることは無い。
ある女性は、それを不自然に思うが、あの瞬間、
確かに自分も死ねばいいと思われた存在である、
という恐怖を忘れられずにいる。だが、同僚と
の恋を通じ変わろうと決心する。50 年後を描
いた「桜の国（一）」60年後の「桜の国（二）」
では、平成の現代まで脈々と生き続ける事実を
突きつけられる。

白洲次郎占領を背負った男 北　康利　著
　育ちのいい生粋の野蛮人。マッカーサーを叱り飛ばし、日本
で最初にジーンズをはいた男。民間より首相吉田茂に抜擢され
憲法制定や、GHQ高官にケンブリッジ仕込みの英語力と交渉力
で講話締結する等、「従順ならざる唯一の日本人」の称号を得る。
「相手が誰であっても理不尽を許さない」痛快で魅力溢れる男
白州次郎とは…。

気分はもう、裁判長 北尾トロ　著
　身近の小さないざこざから、窃盗・詐欺・殺
人に至るまで法廷を覗けば、どんな事件にも人
間ならではの底知れぬドラマがある。傍聴の世
界へ、招待する一冊。 学校でも家でも学べない
リアルで大切な智恵が満載の中学生から読んで
ほしい「よりみちパン！セ」シリーズ。

その日のまえに 重松　清　著
　男女が出会い、夫婦になり、家族をつくって描く幸せな一生…。
それを不意に断ち切る、愛する人の死。生と死と、幸せの意味
を見つめる表題を含めた連作短篇集。家族、好きな人、そして
自分自身が「その日」を迎えるとき、自分はどうしているのか、
何ができるのか問いかける一冊。

もぐらのホリーともぐらいも あさみいくよ　作
　もぐらのホリーとひとりぼっちの芋が土の中で出会い友だち
になった。ある日お芋はホリーの苦手なお日様の下へ行きたい
と言い…その結末は。友情と生命の繋がりが溶け合った絵本です。

泗水図書館

中央公民館図書室

図
書
だ
よ
り

問い合わせ先
   中央公民館図書室　☎（25）1672
   七城公民館図書室　☎（25）1580
   旭志公民館図書室　☎（37）3111　内線 303
   泗水図書館　　　　☎（38）6866

耳より情報 12 月の予定
中央公民館
図書室

七城公民館
図書室

旭志公民館
図書室

泗水図書館

１ 木
２ 金

３ 土

きくちおはな
しのもり
冬のおはなし
かい
10：30～

閉室日

４ 日 閉室日 閉室日 閉室日
５ 月 休館日
６ 火
７ 水
８ 木
９ 金

10 土

きくちおはな
しのもり
おはなしかい
10:30～

閉室日
おはなしかい
11:00～

11 日 閉室日 閉室日 閉室日
12 月 休館日
13 火
14 水
15 木 閉室日
16 金

17 土 閉室日
古典を楽しむ会
14:00～

18 日 閉室日 閉室日 閉室日
クリスマス会
13:30～

19 月 休館日
20 火
21 水
22 木
23 金 閉室日 閉室日 閉室日 休館日
24 土 閉室日
25 日 閉室日 閉室日 閉室日
26 月 休館日
27 火
28 水 閉室日 閉室日
29 木 閉室日 閉室日 閉室日 休館日
30 金 閉室日 閉室日 閉室日 休館日
31 土 閉室日 閉室日 閉室日 休館日

　
「
好
き
な
作
家
は
」
と

聞
か
れ
る
と
若
い
頃
か
ら
、

ち
ょ
っ
と
間
を
お
い
て
「
曾

野
綾
子
」
と
答
え
て
い
る
。

こ
こ
ろ
に
残
っ
た
本
は
た
く

さ
ん
あ
る
け
れ
ど
、
こ
の
本

は
濃
密
な
そ
し
て
豊
か
な
人

生
を
見
せ
て
く
れ
る
。

　

舞
台
は
マ
ダ
ガ
ス
カ
ル
の

カ
ト
リ
ッ
ク
の
産
院
。
こ
こ

で
働
く
日
本
人
修
道
女
の
目

と
こ
こ
ろ
を
通
し
て
私
た
ち

は
、
物
質
的
に
は
貧
し
い
け

れ
ど
こ
こ
ろ
豊
か
な
土
地
の

人
々
や
私
た
ち
の
日
常
的
な

豊
か
さ
の
中
か
ら
は
想
像
も

つ
か
な
い
「
ぜ
い
た
く
」
を

知
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

例
え
ば
、
生
ま
れ
て
も
貧

し
い
が
ゆ
え
に
生
き
る
見
込

み
の
な
い
子
は
保
育
器
の
使

用
（
つ
ま
り
命
）
を
別
の
子

に
譲
っ
て
い
く
。
潔
い
人
生

だ
と
作
者
は
い
う
。

　

ま
た
、
登
場
人
物
の
問
い

か
け
に
対
す
る
神
の
返
事
が

き
ち
ん
と
見
え
る
の
も
興
味

深
い
と
思
う
。

　

全
巻
通
し
て
現
れ
る
夕
映

え
の
光
も
、
私
た
ち
の
行
く

道
を
照
ら
し
て
く
れ
る
よ
う

に
思
え
る
。
ふ
だ
ん
話
題
に

す
る
こ
と
の
少
な
い
国
に
目

を
向
け
る
き
っ
か
け
を
作
っ

て
く
れ
る
本
で
あ
る
。

私
の
推
薦

時
の
止
ま
っ
た
赤
ん
坊

曾
野
綾
子　

著
　宮
みやもと

本眞
ま り

里　さん
（○泗　富の原東）

12月18日（日）はクリスマス会です
・午後１時 30分～ ブラックパネルシアター
・午後２時 15分～ ボンボンでマスコットを作ろう 
（泗水図書館）

11月５日（土）に「としょかんまつり」を開催しました
　昔懐かしい紙芝居やブ
ラックパネルシアターな
どの催しがあり、たくさ
んの子どもたちや親子連
れなどで賑わいました。
（泗水図書館）

冬至（12月21日・22日ごろ）
　日本では、冬至にはカボチャを食べたり、ゆず湯
に入ったりする習慣があります。カボチャを食べる
と中風（卒中、体に起こる後遺症の麻痺）にかから
ない、ゆず湯に入れば体が温まって風邪をひかない
などといわれています。
（中央公民館図書室）

クリスマスに靴下を吊るすのはなぜ？
　「貧しくて身売りすることになった３人姉妹を哀
れに思ったセント・ニコラウスが、姉妹の家の窓に
干してあった靴下に、黄金の袋をこっそり入れまし
た。そのおかげで、姉妹は幸せに暮らすことができ
ました」という話と、「セント・ニコラウスが貧し
い人の家に投げ入れた金貨がたまたま暖炉に干して
あった靴下に入ったことから靴下を吊るすように
なった」という、２つの伝説があります。（中央公
民館図書室）

泗水図書館

ワンダー文庫による「ベープサート」
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し
曾
孫
太

る
ま
で 

安
永
ウ
メ
子

間
引
き
菜
の
朝
漬
け
う
ま
い
と
食
べ
る
夫
そ
の
一
言
の
小

さ
き
幸
せ 

山
田　

弘
子

今
日
の
日
も
無
事
に
終
は
る
か
夫
と
わ
れ
農
に
い
そ
し
む

収
穫
の
秋 

河
津　

豊
子

コ
ス
モ
ス
の
見
渡
す
限
り
海
と
な
る 

加
藤　

妙
子

小
さ
き
木
に
も
て
あ
ま
す
程
柿
成
ら
せ 

北
村　

妙
子

金
銀
に
搖
れ
る
芒
に
溺
れ
け
り 

平
山　

邦
子

神
沼
に
先
陣
の
鴨
抱
か
れ
を
り 

宮
本　

雅
子

移
り
ゆ
く
日
々
の
山
野
に
吾わ
れ
も
こ
う

亦
紅 

林　

ま
つ
子

山
里
の
宮
居
は
す
で
に
薄う
す
も
み
じ

紅
葉 

冨
田　

幸
子

夜
長
に
も
話
は
つ
き
ぬ
旅
の
宿 

茨
木　

幸
子

肩
ふ
れ
て
紫
式
部
こ
ぼ
れ
落
つ 

緒
方　
　

玲

一
枝
を
ぐ
つ
と
伸
ば
し
て
松
手
入 

松
永　

久
子

里
山
の
灯
の
美う
る

は
し
き
十
三
夜 

中
路　

郁
子

朝あ
さ
も
ず鵙
や
蒼
そ
う
て
ん天
更さ
ら
に
す
み
渡
る 

高
木　

陽
子

人
が
来
て
た
ち
ま
ち
鴨
の
引
き
あ
げ
し 

鋤
本　

ト
ミ

よ
か
相
場 

山
芋
掘
り
の
辞
め
ら
れ
ん 

太
田　

雄
三

一
周
忌 

ま
だ
犯
人
の
捕
ま
ら
ん 

小
川　

繁
美

難
し
さ 

躾
に
手
焼
く
反
抗
期 
須
藤　

新
生

何
ん
だ
ろ
か 

開
け
ち
ゃ
見
ら
れ
ん
福
袋 

狩
野　

本
六

た
っ
ぷ
り
と 

老
後
の
た
め
に
貯
め
ま
し
た 

田
中　

孝
幸

虫
の
声 

失
業
の
身
に
し
み
わ
た
る 

荒
木　

玄
海

一
周
忌 

読
経
の
上
が
る
事
故
現
場 

安
武　

二
山

た
っ
ぷ
り
と 

貰
っ
て
み
た
い
月
給
日 

窪
田　

明
徳

よ
か
相
場 

競
り
場
で
子
牛
な
で
よ
ら
す 

水
谷　

ミ
ネ

難
し
さ 

親
は
復
縁
望
ど
る
が 

高
倉　

新
米

虫
の
声 

散
歩
コ
ー
ス
の
賑
や
か
さ 

藤
由　

藤
紫

何
ん
だ
ろ
か 

橋
の
た
も
と
に
人
だ
か
り 

米
岡　

末
房

そ
れ
ぞ
れ
の
虫
に
鳴
き
声
個
性
あ
り
長
く
引
く
も
の
す
ぐ

止
め
る
も
の 

大
島　

き
と

夜
々
部
屋
に
鳴
く
す
ず
虫
に
お
や
す
み
と
言
葉
か
け
た
り

独
り
の
わ
れ
は 

長
尾
は
る
み

夕
映
え
に
染
ま
る
曾
孫
の
ベ
ビ
ー
カ
ー
押
し
つ
つ
歌
え
り

夕
焼
け
小
焼
け 

平
嶋
き
く
え

遣
水
の
す
か
さ
ず
土
に
滲
み
入
る
を
木
々
よ
ろ
こ
ぶ
か
亡つ

夫ま

に
重
ぬ
る 

古
田
の
ぶ
子

思
い
煩
う
何
な
け
れ
ど
も
目
覚
め
て
は
遂
に
眠
れ
ぬ
齢
と

な
り
ぬ 

増
田
久
美
子

久
か
た
の
雨
は
土
の
香
漂
わ
せ
狭
庭
の
萩
の
く
れ
な
い
散

ら
す 

吉
安　

永
子

高
齢
者
大
学
文
芸
部　

10
月
歌
会

万
句
の
里
俳
句
会　

10
月
句
会

肥
後
狂
句
桜
会　
　

10
月
例
会

泗
水
短
歌
会　
　
　

10
月
詠
草

広
報
文
芸
き
く
ち
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予
防
接
種
法
の
改
正

　月：今年のインフルエンザ
　火：手のふるえ
　水：脳梗塞
　木：予防歯科について
　金：お年寄りの皮膚のかゆみ
土日：「性教育シリーズ②」
　　　変わる、変わる
　　　からだ　女の子編

12月の　　　　　健康情報
�096（385）3300 （24時間）

モシモシモシモシモシモシ

INFORMATION INFORMATION
　

平
成
18
年
４
月
か
ら
の
予
防
接
種

法
の
改
正
に
伴
い
、
麻
し
ん
・
風
し

ん
の
予
防
接
種
の
方
法
が
変
わ
り
ま

す
。

　

現
在
、
麻
し
ん
・
風
し
ん
は
そ
れ

ぞ
れ
の
ワ
ク
チ
ン
を
１
回
ず
つ
接
種

す
る
方
法
で
す
が
、
平
成
18
年
４
月

か
ら
は
ワ
ク
チ
ン
が
「
麻
し
ん
風
し

ん
混
合
ワ
ク
チ
ン
」（
以
下
混
合
ワ

ク
チ
ン
と
い
う
）
と
な
り
、
２
回
接

種
に
な
り
ま
す
。

　

接
種
年
齢
も
１
回
目
が
１
歳
か
ら

２
歳
未
満
、
２
回
目
が
小
学
校
入
学

前
の
１
年
間
に
な
り
ま
す
。

　

満
１
歳
〜
７
歳
６
カ
月
未
満
で
、

ま
だ
麻
し
ん
と
風
し
ん
の
予
防
接
種

を
受
け
て
い
な
い
お
子
さ
ん
は
、
平

成
18
年
３
月
31
日
ま
で
に
そ
れ
ぞ
れ

の
ワ
ク
チ
ン
接
種
を
済
ま
さ
れ
る
よ

う
お
勧
め
し
ま
す
。

注
意
事
項

•
平
成
18
年
４
月
以
降
は
、麻
し
ん
・

風
し
ん
の
単
独
ワ
ク
チ
ン
は
法
定

接
種
と
な
ら
ず
、
任
意
接
種
（
個

人
で
有
料
で
受
け
る
接
種
）
に
な

り
ま
す
。

•
平
成
18
年
４
月
以
降
に
満
２
歳
と

な
る
お
子
さ
ん
も
任
意
接
種
（
自

費
）
と
な
り
ま
す
の
で
、
ご
注
意

く
だ
さ
い
。

•
現
行
制
度
で
麻
し
ん
と
風
し
ん
の

単
独
ワ
ク
チ
ン
が
済
ん
で
い
る
人

は
、
混
合
ワ
ク
チ
ン
接
種
の
対
象

と
は
な
り
ま
せ
ん
。

○
平
成
16
年
３
月
31
日
以
前
に
生
ま

れ
た
お
子
さ
ん
（
満
１
歳
〜
７
歳

６
カ
月
未
満
）
の
場
合

　

平
成
18
年
４
月
以
降
は
法
定
接
種

と
な
ら
ず
任
意
接
種
と
な
る
た
め
、

現
行
の
単
独
ワ
ク
チ
ン
を
平
成
18

年
３
月
31
日
ま
で
に
受
け
ま
し
ょ

う
。

○
平
成
16
年
４
月
１
日
以
降
に
生
ま

れ
た
お
子
さ
ん
の
場
合

•
１
歳
を
迎
え
た
ら
な
る
べ
く
早
く

麻
し
ん
の
予
防
接
種
を
受
け
、
４

週
間
以
上
あ
け
て
か
ら
風
し
ん
の

予
防
接
種
を
受
け
ま
し
ょ
う
。

•
平
成
18
年
４
月
ま
で
待
っ
て
か
ら

混
合
ワ
ク
チ
ン
を
接
種
す
る
こ
と

も
で
き
ま
す
が
、生
後
24
カ
月（
満

２
歳
の
誕
生
日
）
に
達
し
た
時
点

で
接
種
で
き
な
く
な
り
ま
す
の
で

ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
麻
し
ん
や
風
し
ん
に
感
染

す
る
前
に
予
防
接
種
を
す
る
こ
と
が

大
切
で
す
の
で
、
早
め
に
接
種
を
済

ま
せ
ま
し
ょ
う
。

問
い
合
わ
せ
先　

健
康
推
進
課

〜
対
象
は
生
後
満
３
カ
月
か
ら
６
カ

月
未
満
で
す
〜

　

４
月
か
ら
法
の
改
正
で
Ｂ
Ｃ
Ｇ
接

種
の
対
象
年
齢
が
「
生
後
６
カ
月
未

満
ま
で
」
と
短
く
な
り
ま
し
た
。
ツ

ベ
ル
ク
リ
ン
反
応
検
査
を
せ
ず
に
、

直
接
Ｂ
Ｃ
Ｇ
接
種
を
す
る
こ
と
に
な

り
ま
す
。

　

こ
れ
は
結
核
感
染
前
の
早
い
時
期

に
Ｂ
Ｃ
Ｇ
接
種
を
す
る
こ
と
で
、
乳

幼
児
期
の
重
症
結
核
な
ど
を
予
防
す

る
た
め
で
す
。

　

接
種
機
会
が
限
ら
れ
て
い
ま
す
の

で
、
会
場
に
関
わ
ら
ず
体
調
の
良
い

日
に
、
早
め
に
済
ま
せ
ま
し
ょ
う
。

●
12
月
20
日
（
火
）

　

午
後
１
時
30
分
〜
午
後
２
時

　

菊
池
市
文
化
会
館

持
っ
て
く
る
も
の

　

母
子
健
康
手
帳
、
予
診
票

そ
の
他
の
注
意

•
あ
ら
か
じ
め
配
布
し
て
あ
る
「
予

防
接
種
と
子
ど
も
の
健
康
」
を
よ

く
読
み
、
理
解
し
た
上
で
受
け
ま

し
ょ
う
。

•
接
種
を
受
け
る
お
子
さ
ん
の
健
康

状
態
を
よ
く
知
っ
て
い
る
保
護
者

が
連
れ
て
き
て
く
だ
さ
い
。

•
予
防
接
種
を
受
け
た
後
30
分
間
は
、

急
な
副
反
応
が
起
こ
る
こ
と
が
あ

り
ま
す
の
で
、
会
場
で
お
子
さ
ん

の
様
子
の
観
察
を
お
願
い
し
ま
す
。

•
Ｂ
Ｃ
Ｇ
接
種
後
か
ら
次
の
予
防
接

種
ま
で
は
、
必
ず
４
週
間
以
上
あ

け
て
く
だ
さ
い
。

Ｂ
Ｃ
Ｇ
接
種
が
で
き
な
い
人

•
こ
れ
ま
で
に
受
け
た
予
防
接
種
や

け
が
な
ど
で
、
ケ
ロ
イ
ド
が
あ
る

人
•
免
疫
機
能
に
異
常
が
あ
る
人

•
そ
の
他
、
予
防
接
種
を
す
る
こ
と

が
不
適
当
と
医
師
が
認
め
た
人

※
気
に
な
る
こ
と
が
あ
る
場
合
は
、

か
か
り
つ
け
の
医
師
に
相
談
す
る

か
、
意
見
書
を
持
参
し
て
く
だ
さ

い
。

問
い
合
わ
せ
先　

健
康
推
進
課

おしらせ
INFORMATION
おしらせ
INFORMATION
おしらせ
INFORMATION

菊池市役所　�（25）1111

問い合わせ

菊池総合支所　�（25）1111
七城総合支所　�（25）1000
旭志総合支所　�（37）3111
泗水総合支所　�（38）2111

本　　庁

総合支所

対象年齢と接種方法の変更内容
ワクチン名 対象年齢 回数

平成18年
３月まで

麻しん 満１歳～７歳６カ月未満 １回

風しん 〃 １回

平成18年
４月から

麻しん
風しん
混　合
ワクチン

第１期：満１歳～２歳未満 １回

第２期：小学校入学前の１年間
　（４月１日～翌年３月31日まで） １回

生
後
３
カ
月
を
過
ぎ
た
ら

Ｂ
Ｃ
Ｇ
予
防
接
種
を

受
け
ま
し
ょ
う

健康相談などの問い合わせ先
施設名 電話番号 施設名 電話番号 施設名 電話番号

熊本県
健康づくり推進課

096（383）1111
内線7076 菊池保健所保健予防課 0968（25）4155 水俣保健所保健予防課 0966（63）4104

宇城保健所保健予防課 0964（32）1147 阿蘇保健所保健予防課 0967（32）0535 人吉保健所保健予防課 0966（22）3107

有明保健所保健予防課 0968（72）2184 御船保健所保健予防課 096（282）0016 天草保健所保健予防課 0969（23）0172

山鹿保健所保健予防課 0968（44）4121 八代保健所保健予防課 0965（32）6121

　熊本県菊池地域振興局税務課では、12月に次の日程で窓口の時間を延長してい
ます。
　平日は都合がつかない人も、県税の納付や相談などに、この機会をどうぞご利
用ください。
夜間窓口　12月の毎週火・木曜日（12月１・６・８・13・15・20・22・27日）
　　　　　の午後 8時まで延長
休日窓口　12月 11日（日）・18日（日）の午前９時から午後５時まで
そ の 他　平日の通常業務時間は、午前８時 30分から午後５時までです。
問い合わせ先　熊本県菊池地域振興局税務課　☎（25）4272

アスベスト（石綿）問題に係る相談窓口を設置しています

廃アスベストの適正処理の問い合わせ先
施設名 電話番号

熊本県廃棄物対策課 096（383）1111
内線7367

熊本県各保健所衛生環境課 上記健康相談などと同じ

アスベストを扱う工場・事業場などの労働者およびその家族、事業者などの問い合わせ先
施設名 電話番号 施設名 電話番号

熊本労働局労働基準部安全衛生課 096（355）3186 熊本労災病院アスベスト疾患センター 0965（33）4151

熊本産業保健推進センター 096（353）5480

健康管理手帳、健康診断、労災補償についての問い合わせ先
施設名 電話番号 住　所

熊本労働局労働基準部安全衛生課 096（355）3186 〒860-0008　熊本市二の丸1-2熊本合同庁舎

熊本労働基準監督署 096（362）7100 〒862-8688　熊本市大江3-1-53熊本第二合同庁舎

八代労働基準監督署 0965（32）3151 〒866-0852　八代市大手町2-3-11

玉名労働基準監督署 0968（73）4411 〒865-0016　玉名市岩崎273玉名合同庁舎

人吉労働基準監督署 0966（22）5151 〒868-0014　人吉市下薩摩瀬町竹原1602-1

本渡労働基準監督署 0969（23）2266 〒863-0002　本渡市本渡町本戸馬場3018-1

菊池労働基準監督署 0968（25）3136 〒861-1306　菊池市大琳寺236-4

阿蘇労働基準監督署 0967（22）0628 〒869-2612　阿蘇市一の宮町宮地2318-3

※健康管理手帳制度・労災補償制度
　健康診断の結果、胸部レントゲン検査で一定の症状がある場合などは、申請していただければ、健康管理手帳
の交付を受け、無料で定期的に健康診断を受けることができます。
　また、石綿肺、肺がん、中皮腫等を発症した場合には、それが、石綿にばく露したことがあると認められれば、
労災補償を受けることができます。

環境対策に関する問い合わせ先
施設名 電話番号

熊本県環境保全課 096（383）1111
内線7338

熊本県各保健所衛生環境課 上記健康相談などと同じ

麻
し
ん（
は
し
か
）・
風
し
ん
の

予
防
接
種
方
法
が
変
わ
り
ま
す

12月の夜間、休日窓口をご利用ください

　アスベスト（石綿）による健康被害が多発し、増大する地域住民の健康不安に対応するために、熊本県は次の
ように相談窓口を設置しました。
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現
在
、
認
知
症
高
齢
者
は
約
１
６

９
万
人
お
ら
れ
、
今
後
も
増
加
し

て
い
く
こ
と
が
予
測
さ
れ
て
い
ま
す
。

10
年
後
（
２
０
１
５
年
）
は
２
５
０

万
人
、
さ
ら
に
そ
の
10
年
後
（
２
０

２
５
年
）
に
は
３
２
３
万
人
に
達
す

る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
認
知
症
は

誰
し
も
発
症
す
る
可
能
性
が
あ
る
病

気
の
一
つ
と
い
え
ま
す
。

　
「
に
こ
に
こ
」
で
は
、
そ
ん
な
認

知
症
に
つ
い
て
、
少
し
で
も
多
く
の

人
に
知
っ
て
も
ら
い
た
い
こ
と
か
ら
、

取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　
「
に
こ
に
こ
」
に
参
加
し
、
認
知

症
に
つ
い
て
一
緒
に
考
え
て
い
き
ま

せ
ん
か
。
皆
さ
ん
の
参
加
お
待
ち
し

て
い
ま
す
。

※
数
値
は
厚
生
労
働
省
資
料
参
照
。

対
象
者

　

興
味
の
あ
る
人
な
ら
誰
で
も
参
加

で
き
ま
す
。

定　

員　

20
人

参
加
費　

無
料

内　

容

○
認
知
症
に
な
っ
て
も
安
心
!! 

　

〜
そ
の
２
〜
認
知
症
に
つ
い
て
の

知
識
や
対
応
に
つ
い
て

　

認
知
症
高
齢
者
を
抱
え
る
家
庭
の

寸
劇
を
通
し
て
、
認
知
症
高
齢
者
や

家
族
の
心
理
、
地
域
の
私
た
ち
は
何

が
で
き
る
の
か
を
一
緒
に
考
え
て
い

き
ま
し
ょ
う
。

問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み
先

　

泗
水
総
合
支
所
民
生
課

☎
（
38
）
２
７
１
４

　

熊
本
県
く
ま
も
と
県
民
交
流
館
パ

レ
ア
し
ご
と
相
談
・
支
援
セ
ン
タ
ー

で
は
、
県
民
の
皆
さ
ん
の
就
職
を
支

援
す
る
た
め
、「
キ
ャ
リ
ア
・
カ
ウ

ン
セ
リ
ン
グ
」
を
実
施
し
て
い
ま
す
。 　

キ
ャ
リ
ア
・
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
と

は
、
職
歴
や
興
味
・
関
心
な
ど
を
整

理
し
、
自
分
に
あ
っ
た
職
業
選
択
や
、

自
己
Ｐ
Ｒ
法
の
習
得
、
効
率
的
な
就

職
活
動
の
進
め
方
を
考
え
る
お
手
伝

い
を
す
る
も
の
で
す
。
専
門
の
カ
ウ

ン
セ
ラ
ー
が
時
間
を
か
け
て
相
談
を

お
受
け
し
ま
す
。

　

出
産
・
育
児
で
ブ
ラ
ン
ク
が
あ
っ

て
就
職
に
自
信
が
な
い
人
、
就
職
活

動
が
う
ま
く
い
か
な
い
人
、
転
職
に

つ
い
て
悩
ん
で
い
る
人
な
ど
の
ご
利

用
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

相
談
内
容

①
自
分
が
ど
ん
な
職
業
に
向
い
て
い

る
か
考
え
た
い

②
自
分
を
売
り
込
む
面
接
テ
ク
ニ
ッ

ク
を
学
び
た
い

③
履
歴
書
等
の
書
き
方
が
知
り
た
い

④
就
職
活
動
が
う
ま
く
い
か
な
い
原

因
を
考
え
た
い

な
ど

と　

き

・
毎
週
月
曜
日
、
第
１
土
曜
日

　

午
後
１
時
〜
午
後
７
時

・
第
３
日
曜
日

　

午
前
10
〜
午
後
３
時 

と
こ
ろ

　

し
ご
と
相
談
・
支
援
セ
ン
タ
ー

　

熊
本
市
手
取
本
町
８
‐
９

　

テ
ト
リ
ア
熊
本
ビ
ル
９
階

利
用
方
法　

原
則
と
し
て
予
約
制

問
い
合
わ
せ
先

　

☎
０
９
６
（
３
５
５
）
２
２
２
４

INFORMATION INFORMATION

わいふ一番館だよりわいふ一番館だよりわいふ一番館だより 問い合わせ先　菊池市文化会館
　�（24）1101

　まちづくり寄合所１階ギャラリーで
は、出展する人を募集しています。個人
やクラブ・サークル活動で作った作品な
どを多くの人に見てもらいませんか？
もちろんプロの人も大歓迎です。
　また、２階和室は、文化活動の発表や
まちづくりに関する活動の場として誰
でも利用できます。

わいふ一番館（まちづくり寄合
所）で出展してみませんか？

まちかど資料館企画展
期間：第２部　12月25日（日）まで
　終戦 60年を記念して、ブーゲンビル
島で 30歳の若さで病死した、菊池出身
の画学生笠 秀雄さんの遺作展を開催し
ます。
　甥の笠 昭二さんが保管していた、戦
地での部隊や現地での風景のスケッチ
や、創作した詩や童謡なども展示します。

笠 秀雄（美
み は

波）遺作展

キ
ャ
リ
ア
・
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ

（
就
職
サ
ポ
ー
ト
相
談
）を

始
め
ま
し
た

し
す
い
介
護
教
室

「
に
こ
に
こ
」を
開
き
ま
す

　

今
、
人
権
と
い
う
言
葉
が
私
た
ち

の
生
活
の
中
に
浸
透
し
、
あ
ら
ゆ
る

角
度
か
ら
そ
の
大
切
さ
が
叫
ば
れ
る

よ
う
に
な
っ
て
き
た
こ
と
は
お
気
づ

き
の
こ
と
と
思
い
ま
す
。

　

で
は
人
権
と
は
何
か
、
考
え
て
み

た
い
と
思
い
ま
す
。

•
日
本
国
憲
法
に
基
本
的
人
権
と
し

て
保
障
さ
れ
て
い
る
も
の

•
す
べ
て
の
人
が
生
ま
れ
な
が
ら
に

持
っ
て
い
る
、
人
間
ら
し
く
生
き

て
い
く
た
め
に
必
要
な
誰
か
ら
も

犯
さ
れ
る
こ
と
の
な
い
基
本
的
な

権
利

•
「
衣
」、「
食
」、「
住
」
な
ど
の
最

低
限
度
の
生
活
が
保
障
さ
れ
る
こ

と
•
生
命
、
身
体
が
守
ら
れ
る
こ
と

•
強
制
さ
れ
る
こ
と
な
く
自
由
に
発

言
で
き
る
こ
と

　

な
ど
の
権
利
で
あ
る
と
い
わ
れ
て

い
ま
す
。

　

更
に
は
、
人
権
は
私
た
ち
の
生
き

方
、
取
り
巻
く
環
境
、
子
ど
も
た
ち

の
教
育
（
子
育
て
）
な
ど
に
お
い
て
、

常
に
土
台
と
し
て
に
座
る
べ
き
も
の

で
あ
り
、
私
た
ち
の
日
常
生
活
の
す

べ
て
に
関
わ
っ
て
い
る
大
切
な
も
の

で
あ
り
ま
す
。

　

し
か
し
、
私
た
ち
の
身
の
回
り
の

現
状
に
目
を
向
け
る
と
、
同
和
問
題

を
は
じ
め
、
女
性
、
子
ど
も
、
障
害

者
、
特
に
熊
本
県
に
お
い
て
は
ハ
ン

セ
ン
病
、
水
俣
病
に
対
す
る
人
権
侵

害
な
ど
の
様
々
な
人
権
問
題
が
存
在

し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
人
権
問
題
が
発
生
す

る
理
由
と
し
て
、
自
ら
の
権
利
の
み

を
主
張
し
、
他
を
認
め
よ
う
と
し
な

い
特
権
意
識
が
強
す
ぎ
、
他
者
の
権

利
に
対
す
る
配
慮
に
欠
け
る
こ
と
、

人
権
に
つ
い
て
知
っ
て
い
て
も
、
そ

れ
が
態
度
と
し
て
身
に
付
い
て
い
な

い
た
め
、
行
動
に
結
び
つ
か
な
い
こ

と
が
考
え
ら
れ
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
こ
と
を
踏
ま
え
、
今
、

菊
池
市
に
お
い
て
も
「
差
別
の
な
い

明
る
い
ま
ち
づ
く
り
」
な
ど
を
通
し

て
、
市
民
一
人
ひ
と
り
の
人
権
意
識

を
高
め
て
い
く
取
組
が
あ
ら
ゆ
る
機

会
を
捉
え
、
あ
ら
ゆ
る
場
に
お
い
て

実
践
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

特
に
、
こ
れ
か
ら
未
来
に
向
か
っ

て
人
格
形
成
を
成
し
遂
げ
、
人
と
し

て
確
か
な
成
長
を
積
み
上
げ
て
い
く

子
ど
も
た
ち
に
、「
人
権
（
命
）
を

大
切
に
す
る
心
」、「
自
分
に
自
信
が

持
て
、他
を
思
い
や
る
心
」、「
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
」
な
ど
を
身
に

つ
け
さ
せ
、
更
に
は
、
未
だ
に
存
在

す
る
部
落
差
別
や
身
の
回
り
の
予
断

と
偏
見
に
よ
る
あ
ら
ゆ
る
差
別
を
な

く
し
て
い
く
確
か
な
考
え
と
実
践
力

を
身
に
つ
け
さ
せ
ね
ば
な
り
ま
せ
ん
。

そ
の
た
め
に
、
学
校
で
は
す
べ
て
の

教
育
活
動
の
中
で
人
権
教
育
を
取
り

組
ん
で
い
ま
す
。
ま
た
社
会
教
育
に

お
い
て
も
、
啓
発
活
動
を
積
極
的
に

進
め
て
い
ま
す
。

　

私
た
ち
も
学
校
に
お
け
る
人
権
教

育
を
理
解
し
、
家
庭
に
お
い
て
も
茶

の
間
の
話
題
に
取
り
上
げ
、
人
権
感

覚
や
豊
か
な
感
性
を
育
て
て
頂
き
た

い
と
思
い
ま
す
。
子
ど
も
た
ち
は
大

人
の
生
き
様
を
見
て
成
長
し
て
い
ま

す
。
21
世
紀
を
生
き
抜
く
子
ど
も
た

ち
が
、
夢
を
持
ち
、
仲
間
と
共
に
充

実
し
た
生
き
方
が
で
き
る
よ
う
、
共

に
連
携
し
あ
い
、
高
め
あ
っ
て
人
権

教
育
の
う
ね
り
を
作
っ
て
い
き
た
い

も
の
で
す
ね
。

　

次
に
、
子
ど
も
た
ち
の
作
品
を
紹

介
し
ま
す
。

「
い
た
づ
ら
は　

ク
リ
ッ
ク
一
つ
で

消
え
る
け
ど　

心
の
傷
は　

消
え
な

い
よ
」

「
こ
の
子
は
ダ
メ
な
子
ね
と
い
わ
れ

て　

未
来
へ
の
夢
を
失
い
ま
し
た　

あ
の
子
は
ダ
メ
な
子
ね
と
い
わ
れ
て

　

希
望
を
失
い
ま
し
た
」

「
人
権
っ
て
な
あ
に　

自
分
の
こ
と

　

み
ん
な
の
こ
と　

日
本
の
こ
と　

世
界
の
こ
と　

太
陽
の
よ
う
に
光
り

続
け
る
も
の
」

「
あ
っ　

そ
う
だ　

や
っ
ぱ
り　

わ

た
し
に
と
っ
て　

一
番
い
い
も
の
っ

て
家
族
か
な　

う
ん　

家
族
だ
」

（
文
責　

地
域
人
権
教
育
指
導
員

松
尾　

弘
）

人
権
同
和
教
育
シ
リ
ー
ズ

確
か
な
人
権
意
識

　
　
　
　
　

を
求
め
て ⑦

日時・場所
開催日 場　所

12月17日（土）

午後２時～
午後３時30分

介護老人保健施設
孔子の里

１月21日（土） 菊池市
泗水地域福祉センター

２月18日（土） 特別養護老人ホーム
泗水苑

３月18日（土） グループホーム
たしま友遊宛

※全会場教室の内容は同じですので、都合に合わせご来場ください。

　上絵付した白磁の食器、薔
薇を描いた雑貨、暖かみのあ
る手編みのマフラー、クリス
マスをイメージしたビーズの
小物を展示します。
　ポーセリンの飾りで見応え
のあるクリスマスツリーを用
意しています。
　ぜひ、お越しください。
と　き
　12月９日（金）～
　12月25日（日）
　午前９時～午後５時30分
ところ
　菊池夢美術館
問い合わせ先
　菊池夢美術館 
　☎（23）1155

アッセン・ポーセリンなどの
生活の小物展

　小学生から高齢者まで、家族みん
なで参加してみませんか？
と　き　１月 29日（日）
　　　　午前９時　開会
ところ　菊池市総合体育館
（メインアリーナ・サブアリーナ）
種　目
①ドッジビー
•参加資格（小学生以上）
②アジャタ
•参加資格（中学生以上）
③ふらーばーるボールバレー
•参加資格（高校生以上）
申し込み方法
　専用の申込書に必要事項を記入し、
各総合支所教育課窓口・社会体育課
まで申し込んでください。
参加費　無料
問い合わせ先　社会体育課

「新菊池市誕生記念」

第１回菊池市民スポレク祭
を開催します

　平成 18 年２月から３月末まで、
第３回わいふのひなまつりを開催し
ます。
　開催にあたって、今回も各家庭に
ある雛人形をお借りして、菊池夢美
術館に飾らせていただきたいと思っ
ています。
　そこで、自宅にある雛人形をお借
りできる人を募集しています。
　菊池夢美術館を「おひなさま」で
埋め尽くし、たくさんの人に見てい
ただきたいと思っています。
　市民の皆さんのご協力をお願いし
ます。
募集締め切り
　平成 18年１月 31日（火）
問い合わせ先
　菊池温泉旅館組合 
　☎（25）2926

　子ども囲碁、将棋大会を次のとお
り実施します。小、中学生ならだれ
でも参加できます。
　振るって参加ください。
と　き　平成 18年１月６日（金）
　　　　午前８時 50分受付開始
　　　　午前９時開会
ところ　旭志公民館
　　　　（多目的研修センター）
参加料　無料
表　彰　優勝、準優勝、３位まで
　　　　トロフィー有り
参加賞　参加者全員に参加賞有り
申し込み
　12 月 22 日（木）までに、菊池
市教育委員会旭志分室教育課に申し
込んでください。
問い合わせ先
　菊池市教育委員会
　旭志分室教育課　☎（37）3111

雛人形をお借りできる人
を募集しています

第８回新春子ども囲碁、
将棋大会を開催します
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放
送
大
学
は
テ
レ
ビ
（
ス
カ
イ

パ
ー
フ
ェ
ク
Ｔ
Ｖ
！
）
を
利
用
し
て

授
業
を
行
う
正
規
の
大
学
で
す
。

募
集
期
間

　

12
月
15
日
（
木
）
〜

　

平
成
18
年
２
月
28
日
（
火
）

教
養
学
部

①
全
科
履
修
生
（
４
年
以
上
在
学
し
、

学
士
を
目
指
す
学
生
）

②
選
科
履
修
生
（
１
年
間
在
学
し
、

希
望
す
る
科
目
を
履
修
）

③
科
目
履
修
生
（
６
カ
月
間
在
学
し
、

希
望
す
る
科
目
を
履
修
）

○
人
文
・
社
会
・
自
然
産
業
な
ど
の

幅
広
い
分
野
の
科
目
（
約
３
０
０

科
目
）
か
ら
学
べ
ま
す
。

○
15
歳
以
上
で
あ
れ
ば
、
誰
で
も
選

科
・
科
目
履
修
生
に
入
学
で
き
ま

す
。

大
学
院

①
修
士
選
科
生
（
１
年
間
在
学
し
、

希
望
す
る
科
目
を
履
修
）

②
修
士
科
目
生
（
６
カ
月
間
在
学
し
、

希
望
す
る
科
目
を
履
修
）

○
18
歳
以
上
で
あ
れ
ば
、
誰
で
も
入

学
で
き
ま
す
。

※
教
養
学
部
・
大
学
院
と
も
に
入
学

試
験
は
あ
り
ま
せ
ん
。

問
い
合
わ
せ
先

　

放
送
大
学
熊
本
学
習
セ
ン
タ
ー

　

☎
０
９
６
（
３
５
９
）
４
８
９
０

12月の行事予定

休日在宅当番医 ※休日在宅当番医は変更されることがあります。休日や夜間の医療機関は、地域救急医療情報
センター（菊池広域連合消防本部）☎ 096（232）9331 に問い合わせてください。

12月４日
菊池中央病院 菊池市 （25）3141 河野内科クリニック 菊陽町 096（233）1717
友田皮ふ科医院 合志町 096（248）6211 伊藤歯科医院 合志町 096（248）5688
樽美外科整形外科医院 大津町 096（293）2100

11日
古荘医院 菊池市 （25）2046 よしもと小児科 菊陽町 096（233）2520
岸病院 菊池市 （38）2750 片岡はやみ歯科 西合志町 096（343）0003
西村婦人科医院 大津町 096（293）2010

防犯の窓防犯の窓防犯の窓シリーズ 77
自動販売機荒らしが多発しています
　今年の夏ごろから、旧菊池市内を中心として自動販売
機荒しが多発しています。
　手口は、表の扉を
 ・バールを使ってこじ開ける
 ・ちょうつがいを壊す
という方法で開放して、中から現金を泥棒するのものです。
　深夜、市街地よりちょっと離れた人目につかない場所
に設置してある自動販売機が狙われるケースが多いよう
です。
　泥棒を捕まえるには、情報が必要です。時間的・場所
的に見て
 ・自動販売機を隠すようにして駐車している不審な車
 ・自動販売機付近の不審な人影
など「おかしい」と思ったら菊池警察署まで連絡をお願
いします。
問い合わせ先
　菊池警察署生活安全課　☎（24）0110

　ローソクの灯りで描いてもらいたい図案を
募集します。
※ハガキで申し込んでください（12月 12
日必着）。
　また、当日お手伝いをしてくれる人も募集
しています。家族と一緒に想い出をつくりま
しょう。

お
わ
び
と
訂
正

き
く
ち
の
灯
り 「
万
華
灯
」
　

交
通
事
故
や
詐
欺
、
お
ど
し
な
ど

の
犯
罪
に
あ
っ
た
が
、
検
察
官
が

そ
の
事
件
を
裁
判
に
か
け
な
か
っ
た
。

こ
の
よ
う
な
不
満
を
持
っ
て
い
る
人

は
、
検
察
審
査
会
に
ご
相
談
く
だ
さ

い
。

　

相
談
や
申
し
立
て
の
費
用
は
無
料

で
、
秘
密
は
固
く
守
ら
れ
ま
す
。

　

検
察
審
査
会
で
は
、
選
挙
権
を
有

す
る
一
般
国
民
の
中
か
ら
「
く
じ
」

で
選
ば
れ
た
11
人
の
審
査
員
が
、
検

察
官
が
裁
判
に
か
け
な
か
っ
た
こ
と

の
善
し
悪
し
を
審
査
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

　

山
鹿
検
察
審
査
会
事
務
局

☎
（
44
）
５
１
４
１

　

９
月
１
日
号
と
10
月
１
日
号
に
一

部
誤
り
が
あ
り
ま
し
た
。
お
わ
び
し

て
訂
正
し
ま
す
。

・
９
月
１
日
号
14
ペ
ー
ジ
「
万
句
の

里
俳
句
会　

７
月
句
会
」
の
一
番

右
の
句

（
誤
）

　

無
造
作
に
天
草
干
し
て
鳥
の
宿

　
　
　
　
　
　

←

（
正
）

　

無
造
作
に
天
草
干
し
て
島
の
宿

・
10
月
１
日
号
14
ペ
ー
ジ
「
万
句
の

里
俳
句
会　

８
月
句
会
」
の
右
か

ら
５
句
目
の
氏
名

（
誤
）
松
本　

久
子

　
　
　
　
　

←

（
正
）
松
永　

久
子

ご
存
知
で
す
か
？

検
察
審
査
会

平
成
18
年
度
第
１
学
期

放
送
大
学
学
生
募
集

　

菊
池
「
万
華
灯
」
は
「
子
ど
も
た

ち
の
想
い
出
づ
く
り
」
と
「
新
た
な

風
物
詩
」
と
な
る
こ
と
を
願
っ
て
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
精
神
で
チ
ャ
レ
ン
ジ
し

て
い
ま
す
。

　

子
ど
も
た
ち
と
家
族
が
一
緒
に
楽

し
め
る
参
加
型
イ
ベ
ン
ト
で
す
。

と　

き　

12
月
23
日
（
祝
日
）

　
　
　
　

午
後
５
時
（
点
火
）

※
雨
天
・
強
風
の
場
合
は
24
日
に
順

延
。

と
こ
ろ

・
メ
ー
ン
会
場

　

市
営
中
央
グ
ラ
ウ
ン
ド
（
芝
生
広

場
、
菊
池
神
社
参
道
隣
り
）

・
サ
ブ
会
場

　

中
心
市
街
地
（
空
き
地
・
歩
道
）

主　

催　

き
く
ち
の
灯
り

　
　
　
「
万
華
灯
」
実
行
委
員
会

協　

賛　

財
団
法
人

　
　
　
　

こ
ど
も
未
来
財
団

問
い
合
わ
せ
先

　

〒
８
６
１
‐
１
３
３
１

　

菊
池
市
隈
府
８
８
４
‐
１

　
　

菊
池
市
商
工
会

☎
（
25
）
１
１
３
１

12
月
の
心
配
ご
と
相
談

　

菊
池
市
社
会
福
祉
協
議
会
で
は
、
心

配
ご
と
相
談
所
を
開
設
し
て
い
ま
す
。

　

悩
み
ご
と
や
心
配
ご
と
を
持
つ
人
な

ら
誰
で
も
、
ど
ん
な
問
題
で
も
気
軽
に

相
談
く
だ
さ
い
。

菊
池
支
所　
　

☎
（
25
）
５
０
０
０

と　

き　

７
日（
水
）・
14
日（
水
）・

　
　
　
　

21
日（
水
）

　
　
　
　

午
前
９
時
〜
正
午

対　

応　

相
談
員

と
こ
ろ　

菊
池
市
福
祉
会
館

　
　
　
　

２
階
相
談
室

七
城
支
所　
　

☎
（
25
）
５
０
１
０

と　

き　

６
日（
火
）・
21
日（
水
）

　
　
　
　

午
前
９
時
〜
正
午

対　

応　

相
談
員

と
こ
ろ

　

七
城
多
目
的
研
修
セ
ン
タ
ー

と　

き　

16
日（
金
）

　
　
　
　

午
後
１
時
〜
午
後
４
時

対　

応　

弁
護
士

と
こ
ろ

　

七
城
多
目
的
研
修
セ
ン
タ
ー

※
要
予
約　

お
早
め
に
電
話
に
て
お

申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

旭
志
支
所　
　

☎
（
37
）
３
７
０
８

　

人
権
相
談
所
開
設
の
た
め
休
止

泗
水
支
所　
　

☎
（
38
）
６
３
６
６

と　

き　

１
日（
木
）

　

午
前
９
時
〜
午
前
11
時
30
分

対　

応　

弁
護
士
、相
談
員

と
こ
ろ　

泗
水
地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー

と　

き　

８
日（
木
）・
15
日（
木
）・

　
　
　
　

22
日（
木
）

　
　
　
　

午
後
１
時
〜
午
後
４
時

対　

応　

相
談
員

と
こ
ろ　

泗
水
地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー

1万本のローソクの灯りによる
地上絵の「図柄」募集

２
０
０
５
・
12
・
23「
ク
リ
ス
マ
ス
・
イ
ブ
イ
ブ
」に
贈
る

菊池 七城 旭志 泗水
１ 木 ２歳児歯科健診　13：30～14：00　文化会館

２ 金
６・７カ月児健診
13：10～13：30
西部市民センター

３ 土

きくち楽習大学第４回講座：
西郷隆盛のルーツを探る！
10：00～
七城公民館文化ホール

４ 日 雪野収穫祭　9：30～15：00
雪野区次郎丸広場

５ 月

健康相談　9：30～10：30
泗水総合支所

特設人権相談所開設　10：00～15：00　菊池市中央公民館、七城公民館、旭志老人憩いの家､泗水地域福祉センター
母親学級　13：15～13：30　西部市民センター

６ 火 ３・４カ月児健診
13：30～14：00　泗水公民館

７ 水
３・４カ月児健診
13：10～13：30
西部市民センター　

８ 木 すくすくクラブ　10：00～
児童センター

１歳６カ月児健診
13：30～14：00
旭志老人憩いの家

９ 金
３・４・６・７カ月児健診
9：30～10：00
多目的研修センター

３・４・６・７カ月児健診
13：30～14：00
旭志老人憩いの家

10 土
11 日

12 月
健康相談　9：30～10：30
健康相談室

行政相談　12：00～15：00
七城公民館和室

育児相談　9：30～10：30　西部市民センター

13 火
育児教室　9：30～10：00　西部市民センター

社会保険出張相談所開設　10：00～15：00　菊池市中央公民館

14 水 ３歳児健診　13：30～14：00
多目的研修センター

15 木

すくすくクラブ　10：00～
児童センター
３歳児健診　13：10～13：30
文化会館

16 金
１歳６カ月児健診
13：10～13：30　文化会館

男女共同参画専門委員相談　13：30～16：30　文化会館
17 土



目　　　　　的 菊池市の合併を記念し、住民相互の交流の活性化
 地元でのお買物運動・消費者の市外への流出防止、地域

経済の活性化
地域通貨の販売 12月１日（木）～平成18年2月28日（火）
 ※ただし、発行予定額を超えたら販売を終了します。
 ※一人あたり10万円を販売限度とします。

地域通貨の使用 12月１日（木）～平成18年2月28日（火）
 ※500円単位で使用し、お釣りは出しません。

販　売　場　所 菊池市役所各総合支所、きくち観光物産館、道の駅七城
メロンドーム、道の駅旭志村ふれあいセンター、道の駅
泗水養生市場

 ※菊池市役所各総合支所は、土・日・祝祭日を除きます。

利用できる店舗など 菊池市内の取扱店舗など（取扱店一覧表をご覧ください）
問い合わせ先 菊池市地域通貨実行委員会事務局
 （菊池市役所企画振興課内）　☎（25）1111（代）

 菊池市の合併を記念し、住民相互の交流の活性化
地元でのお買物運動・消費者の市外への流出防止、地域

菊池市役所（本庁・菊池総合支所）は、環境管理の国際規格「ISO14001」を認証取得しています

菊池市情報企画課
〒861-1392
熊本県菊池市隈府888番地
TEL 0968（25）1111
FAX 0968（25）5720
ホームページ　http://www.city.kikuchi.kumamoto.jp/
市長メール　mayor@city.kikuchi.kumamoto.jp
行政メール　kouhou@city.kikuchi.kumamoto.jp

発行・編集

敷島印刷株式会社
印刷

■人口：52,862人 （+8）

　男性：25,298人 （+5）

　女性：27,564人 （+3）

■世帯：17,172世帯 （+11）

本文は古紙配合率 100％
再生紙を使用しています

平成17年12月１日号 編
集
後
記

編
集
後
記

10月末の人の動き
（対前月比）

孔
子
公
園
で
あ
っ
た
「
泗
水

孔
子
ま
つ
り
２
０
０
５
」
の

メ
ー
ン
「
祭
孔
大
典
」
で
、
華

麗
な
舞
と
幻
想
的
な
音
楽
な
ど

を
披
露
し
た
有
志
58
人
。
そ
の

ほ
と
ん
ど
が
地
元
泗
水
中
学
校

の
生
徒
た
ち
で
、
当
日
の
本
番

ま
で
選
択
授
業
な
ど
で
練
習
を

重
ね
て
き
た
。

「
こ
れ
ま
で
の
練
習
の
中
で

最
高
の
出
来
だ
っ
た
。
こ
の
ま

ま
孔
子
ま
つ
り
保
存
会
に
入
っ

て
く
れ
な
い
だ
ろ
う
か
」
と
関

係
者
。
現
在
、
泗
水
総
合
支
所

産
業
振
興
課
で
は
同
保
存
会
の

メ
ン
バ
ー
を
募
集
し
て
い
る
。

菊

　「ハッピー・バースデイ」では、平成18年４月まで
に誕生日を迎える３歳までの子どもさんの写真を
募集しています。随時募集していますが、誕生月の
掲載になりますので、誕生月の前月10日を締切日
とし、先着７人を掲載します。写真にコメントを添え
て、菊池市役所または各総合支所の広報担当まで申
し込んでください（写真は後日持参でも可）。

ハッピー・バースデイハッピー・バースデイ

H16年
12月16日
生まれ

パパ～。
私じょうずに
踊れてるかな!?

ボクの
得意技は、

笑顔とハイタッチ
だよ！

みんなに愛されて、
とっても幸せ
で～す!!

高
本
こ
こ
ろ
ち
ゃ
ん

（
１
歳 

○ 

片
角
）

父
・
岳
志
さ
ん

母
・
由
加
理
さ
ん

た
か
も
と

菊

木
佐
木
聖
愛
ち
ゃ
ん

（
１
歳 

○ 

亘
）

父
・
江
栄
さ
ん

母
・
千
穂
さ
ん

き　

さ　

き　

せ　

な

菊

相
澤　

翔
く
ん

（
１
歳 

○ 

富
の
原
一
）

父
・
裕
太
さ
ん

母
・
祥
子
さ
ん

あ
い
ざ
わ　
　

し
ょ
う

泗

川
口
玲
南
ち
ゃ
ん

（
１
歳 

○ 

亘
）

父
・
純
範
さ
ん

母
・
理
恵
さ
ん

か
わ
ぐ
ち 

れ
い
な菊

永
田
愛
莉
ち
ゃ
ん

（
３
歳 

○ 

高
野
瀬
）

父
・
勉
さ
ん

母
・
友
子
さ
ん

な
が
た
あ
い
り

ま
つ
も
と 

は
る
き

菊

松
本
晴
希
く
ん

（
２
歳 

○ 

小
原
）

父
・
賢
治
さ
ん

母
・
博
子
さ
ん

旭

北
村
壮
志
く
ん

（
２
歳 

○ 

上
西
寺
）

父
・
聡
一
郎
さ
ん

母
・
光
代
さ
ん

き
た
む
ら 

そ
う
し菊

H16年
12月８日
生まれ

H16年
12月15日
生まれ

H14年
12月３日
生まれ

H15年
12月１日
生まれ

いっぱい食べて
大きくなるゾ！

H16年
12月24日
生まれ

おじいちゃん、
おばあちゃん、
大好き!!

H15年
12月27日
生まれ

ひいじいちやん、
ひいばあちゃん、
いつもありがとう！
大きくなったら、
剣道おしえてね。

ひいばあちゃん、
じいちゃん、ばあちゃん、
いつもありがとう!!

菊池市地域通貨

10％の
おまけ付き

5,000円で5,500円分の
お買物ができる地域通貨（500円券の11枚
つづり）を12月1日から販売・使用開始します。

一度に１万円以上「一会」を購入した人の中から抽選で
■特　賞　菊池市の特産品（１万円相当分）・・・５名
■一会賞　菊池市の特産品（２千円相当分）・・・50名

お楽しみプレゼント

見
本

菊池市合併記念事業


